
第２章 区民アンケート調査

２－１ 調査概要 

調査目的

家庭から排出されるごみや資源の処理方法、ごみ減量やリサイクルについての取組

み状況を把握することとあわせ、現在区が実施している各種施策への意見、今後の方

向性等の意向を把握することが本調査の目的である。

調査内容

調査内容は、回答者の属性、ごみや資源の処理方法、ごみ・リサイクルに関する取

組み状況や意識・意向からなる。

調査対象

文京区内の 世帯を対象とした。抽出方法は、住民基本台帳に基づき、令和元年

月 日現在で満 歳以上の人から無作為抽出した。

調査方法

調査票の送付及び回収は郵送で行った。

調査期間

令和元年 月 日に調査票を発送した。回収期限は 月 日としたが、返送いただい

た意見をできるかぎり反映させるため、 月 日到着分までを有効回答とし、集計分析

を行った。

調査票の回収状況

⚫ 発送数 票

⚫ 有効発送数 票（宛先不明等で、 票返却）

⚫ 回収数 票

⚫ 有効回答数 票

⚫ 有効回収率 ％



２－２ 属性調査 

年齢の個人属性と、家族人数・住居の種類・店舗等併設状況・ごみや資源を出して

いる場所・居住年数・居住地域の世帯属性である。

年 齢

「 歳以上」が最も多く 、次いで「 歳代」が 、「 歳代」が 、「

歳代」が などの順である。

図表２－２－１ 年 齢

家族人数

「 人」が最も多く 、次いで「 人」が 、「 人」が 、「 人」が

などの順である。

図表２－２－２ 家族人数

30歳未満

7.4%

30歳代

14.7%

40歳代

21.3%

50歳代

14.5%

60歳代

16.7%

70歳以上

24.5%

無回答

0.8%

1人
29.6%

2人
35.3%

3人
19.1%

4人
11.3%

5人以上
3.9%

無回答
0.8%

回答数 割合

30歳未満

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

無回答

全体

回答数 割合

1人

2人

3人

4人

5人以上

無回答

全体



住居の種類

「集合住宅 管理人有 」が最も多く 、次いで「一戸建て」が 、「集合住

宅 管理人無 」が の順である。

図表２－２－３ 住居の種類

店舗等併設状況

「住居専用」が最も多く 、次いで「店舗併設」が 、「事務所等併設」が

の順である。

図表２－２－４ 店舗等併設状況

一戸建て

33.5%

集合住宅

(管理人無)

15.2%

集合住宅

(管理人有)

49.0%

その他

1.1%

無回答

1.2%

住居専用

87.3%

店舗併設

7.6%

事務所等

併設

4.0%

無回答

1.1%

回答数 割合

一戸建て

集合住宅(管理人無)

集合住宅(管理人有)

その他

無回答

全体

回答数 割合

住居専用

店舗併設

事務所等併設

無回答

全体



ごみや資源を出している場所

「集合住宅の保管場所 いつでも出せる 」が最も多く 、次いで「道路などの集

積所」が 、「集合住宅の保管場所 決まった曜日・時間に出す 」が の順で

ある。

図表２－２－５ ごみや資源を出している場所

回答数 割合

道路などの集積所

集合住宅の保管場所(いつでも出せる)

集合住宅の保管場所(決まった曜日・時間に出す)

その他

無回答

全体
道路などの

集積所

40.2%

集合住宅の

保管場所

(いつでも出せる)

41.7%

集合住宅の

保管場所

(決まった曜日・

時間に出す)

13.8%

その他

1.8%
無回答

2.5%



居住年数

「 年以上」が最も多く 、次いで「 年以上～ 年未満」が 、「 年以上

～ 年未満」が 、「 年以上～ 年未満」が などの順である。

図表２－２－６ 居住年数

可燃ごみの収集曜日

町丁名を質問し、可燃ごみの収集曜日別に区分した。「火・金曜日」が最も多く 、

次いで「水・土曜日」が 、「月・木曜日」が の順である。

図表２－２－７ 可燃ごみの収集曜日

 

回答数 割合

1年未満

1年以上～3年未満

3年以上～10年未満

10年以上～20年未満

20年以上

無回答

全体

回答数 割合

月・木曜日

火・金曜日

水・土曜日

無回答

全体 月・木曜日
31.8%

火・金曜日
33.5%

水・土曜日
32.8%

無回答
1.9%

1年未満
5.5% 1年以上～

3年未満

10.5%

3年以上～
10年未満

20.4%

10年以上～
20年未満

19.1%

20年以上
43.9%

無回答
0.6%



２－３ ごみ・資源の処理方法 

排出されるごみ・資源 品目の処理方法を、それぞれ単数回答で質問した。

紙類

①新聞

「資源分別収集」が最も多く 、次いで「出ない」が 、「集団回収」が 、

「可燃ごみ」が などの順である。

年齢別では、年齢が高いほど「資源分別収集」と「集団回収」が多く、「出ない」

が少なくなる傾向がある。

家族人数別では、家族人数が多いほど「集団回収」が多い。 人以上世帯で「出ない」

が極端に少ない。

住居形態別では、一戸建てで「出ない」が少なく、「資源分別収集」と「集団回収」

が多い。

居住年数別では、居住年数が長いほど「資源分別収集」と「集団回収」が多くなる

傾向がある。特に居住年数 年を境に、 年未満で「出ない」が多く、 年以上で「資源

分別収集」が多い。

図表２－３－１ 新聞の処分方法

【その他の主な回答】

⚫ 駅のポスト

⚫ 老人ホームに提供

回答数 割合

可燃ごみ

不燃ごみ

資源分別収集

集団回収

新聞販売店回収

出ない

その他

無回答

全体

可燃ごみ

2.6%

資源分別

収集

45.3%

集団回収

14.3%
新聞販売

店回収

1.4%

出ない

26.6%

その他

1.2%

無回答

8.5%



図表２－３－２ 新聞の処分方法（属性別）

可燃ご
み

不燃ご
み

資源分
別収集

集団回
収

新聞販
売店回
収

出ない その他 無回答

上段：票数、下段：割合（％）

問12 処分方法 【新聞】

家
族
人
数

1人

2人

3人

4人

5人以上

年
齢

30歳未満

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

住
居
形
態

一戸建て

集合住宅(管理人無)

集合住宅(管理人有)

その他

居
住
状
況

住居専用

店舗併設

事務所等併設

ご
み
や
資
源
を
出

し
て
い
る
場
所

道路などの集積所

集合住宅の保管場所
(いつでも出せる)

集合住宅の保管場所
(決まった曜日・時間に出す)

その他

居
住
年
数

1年未満

1年以上～3年未満

3年以上～10年未満

10年以上～20年未満

20年以上

合計

全体



②新聞折込広告

「資源分別収集」が最も多く 、次いで「出ない」が 、「可燃ごみ」が 、

「集団回収」が などの順である。

年齢別では、年齢が高いほど「出ない」が少なく、「資源分別収集」が多くなる傾

向がある。特に、年齢 歳を境に、 歳未満で「出ない」が多く、 歳以上で「資源

分別収集」が多い。

家族人数別では、家族人数が多いほど「資源分別収集」と「集団回収」が多く、「出

ない」が少なくなる傾向がある。

住居形態別では、一戸建てで「出ない」が少なく、「資源分別収集」「集団回収」

が多い。集合住宅では管理人の有無にかかわらず「出ない」が多い。

居住年数別では、居住年数が長いほど「出ない」が少なく、「資源分別収集」が多

くなる傾向がある。

図表２－３－３ 新聞折込広告の処分方法

【その他の主な回答】

⚫ 駅のポスト

可燃ごみ

13.2%

不燃ごみ

0.1%

資源分別

収集

42.1%
集団回収

12.8%

新聞販売

店回収

0.8%

出ない

20.9%

その他

1.0%

無回答

9.0%
回答数 割合

可燃ごみ

不燃ごみ

資源分別収集

集団回収

新聞販売店回収

出ない

その他

無回答

全体



図表２－３－４ 新聞折込広告の処分方法（属性別）

可燃ご
み

不燃ご
み

資源分
別収集

集団回
収

新聞販
売店回
収

出ない その他 無回答

上段：票数、下段：割合（％）

問12 処分方法 【新聞折込広告】

家
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人
数
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3人

4人

5人以上

年
齢

30歳未満

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

住
居
形
態

一戸建て

集合住宅(管理人無)

集合住宅(管理人有)

その他

居
住
状
況

住居専用

店舗併設

事務所等併設

ご
み
や
資
源
を
出

し
て
い
る
場
所

道路などの集積所

集合住宅の保管場所
(いつでも出せる)

集合住宅の保管場所
(決まった曜日・時間に出す)

その他

居
住
年
数

1年未満

1年以上～3年未満

3年以上～10年未満

10年以上～20年未満

20年以上

合計

全体



③雑誌・本

「資源分別収集」が最も多く 、次いで「集団回収」が 、「出ない」が 、

「可燃ごみ」が などの順である。

年齢別では、年齢 歳を境に、 歳未満では「出ない」が多く、「集団回収」が少

ない。特に、 歳未満でその傾向が顕著である。

家族人数別では、家族人数が多いほど「集団回収」が多く、「出ない」が少なくな

る傾向がある。

住居形態別では、一戸建てで「可燃ごみ」「出ない」が少なく、「集団回収」が多

い。集合住宅ではその逆の傾向があり、管理人の有無にかかわらず「可燃ごみ」「出

ない」が多く、「集団回収」が少ない。

居住年数別では、居住年数が長いほど「出ない」が少なく、「集団回収」が多い。

図表２－３－５ 雑誌・本の処分方法

【その他の主な回答】

⚫ 古本屋

⚫ 必要な人に譲る

⚫ 駅のポスト

可燃ごみ
4.1%

資源分別収集
64.0%

集団回収
14.9%

新聞販売
店回収

0.4%

出ない
6.6%

その他
2.9%

無回答
7.0%

回答数 割合

可燃ごみ

不燃ごみ

資源分別収集

集団回収

新聞販売店回収

出ない

その他

無回答

全体



図表２－３－６ 雑誌・本の処分方法（属性別）

可燃ご
み

不燃ご
み

資源分
別収集

集団回
収

新聞販
売店回
収

出ない その他 無回答

上段：票数、下段：割合（％）

問12 処分方法 【雑誌・本】

家
族
人
数

1人

2人

3人

4人

5人以上

年
齢

30歳未満

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

住
居
形
態

一戸建て

集合住宅(管理人無)

集合住宅(管理人有)

その他

居
住
状
況

住居専用

店舗併設

事務所等併設

ご
み
や
資
源
を
出

し
て
い
る
場
所

道路などの集積所

集合住宅の保管場所
(いつでも出せる)

集合住宅の保管場所
(決まった曜日・時間に出す)

その他

居
住
年
数

1年未満

1年以上～3年未満

3年以上～10年未満

10年以上～20年未満

20年以上

合計

全体



④段ボール

「資源分別収集」が最も多く 、次いで「集団回収」が 、「可燃ごみ」が

、「出ない」が などの順である。

年齢別では、 歳未満で「可燃ごみ」「出ない」が多い。

家族人数別では、家族人数が多いほど「集団回収」が多い。

住居形態別では、一戸建てで「集団回収」が多い。

居住年数別では、居住年数が 年以上で「資源分別収集」が少なく、「集団回収」

が多い。

図表２－３－７ 段ボールの処分方法

【その他の主な回答】

⚫ マンションの所定の場所に出す

⚫ 管理人が処理している

⚫ その他の回収に出している

可燃ごみ

2.3% 不燃ごみ

0.1%

資源分別

収集

75.9%

集団回収

13.2%

新聞販売

店回収

0.1%

出ない

0.7%

その他

0.8% 無回答

6.7%

回答数 割合

可燃ごみ

不燃ごみ

資源分別収集

集団回収

新聞販売店回収

出ない

その他

無回答

全体



図表２－３－８ 段ボールの処分方法（属性別）

可燃ご
み

不燃ご
み

資源分
別収集

集団回
収

新聞販
売店回
収

出ない その他 無回答

上段：票数、下段：割合（％）

問12 処分方法 【段ボール】
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年
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態

一戸建て

集合住宅(管理人無)

集合住宅(管理人有)

その他

居
住
状
況

住居専用

店舗併設

事務所等併設

ご
み
や
資
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を
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し
て
い
る
場
所

道路などの集積所

集合住宅の保管場所
(いつでも出せる)

集合住宅の保管場所
(決まった曜日・時間に出す)

その他

居
住
年
数

1年未満

1年以上～3年未満

3年以上～10年未満

10年以上～20年未満

20年以上

合計

全体



⑤紙パック

「可燃ごみ」が最も多く 、次いで「資源分別収集」が 、「販売店での店

頭回収」が 、「集団回収」が などの順である。

年齢別では、年齢が低いほど「可燃ごみ」が多くなる傾向がある。また、 歳を境

に、 歳未満で「区施設での拠点回収」「販売店での店頭回収」「集団回収」が少な

い。

家族人数別では、家族人数が多いほど「可燃ごみ」が少なく、「販売店での店頭回

収」「集団回収」が多くなる傾向がある。

住居形態別では、一戸建てで「可燃ごみ」が少ない。

居住年数別では、居住年数が長いほど「可燃ごみ」が少なく、「販売店での店頭回

収」「集団回収」が多くなる傾向がある。

図表２－３－９ 紙パックの処分方法

【その他の主な回答】

⚫ 学校で回収

⚫ 開いてまな板代わりに使用

回答数 割合

可燃ごみ

不燃ごみ

資源分別収集

区施設での拠点回収

販売店での店頭回収

集団回収

新聞販売店回収

出ない

その他

無回答

全体

可燃ごみ

42.8%

不燃ごみ

0.3%

資源分別

収集

22.0%
区施設での

拠点回収

3.7%

販売店での

店頭回収

9.5%

集団回収

7.9%

出ない

3.4%

その他

2.1%

無回答

8.3%



図表２－３－１０ 紙パックの処分方法（属性別）

可燃ご
み

不燃ご
み

資源分
別収集

区施設
での拠
点回収

販売店
での店
頭回収

集団回
収

新聞販
売店回
収

出ない その他 無回答

20年以上

ご
み
や
資
源
を
出

し
て
い
る
場
所

道路などの集積所

集合住宅の保管場所
(いつでも出せる)

集合住宅の保管場所
(決まった曜日・時間に出す)

その他

居
住
年
数

1年未満

1年以上～3年未満

3年以上～10年未満

10年以上～20年未満

居
住
状
況

住居専用

店舗併設

事務所等併設

70歳以上

家
族
人
数

1人

2人

3人

4人

5人以上

住
居
形
態

一戸建て

集合住宅(管理人無)

集合住宅(管理人有)

その他

上段：票数、下段：割合（％）

年
齢

30歳未満

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

全体

合計

問12 処分方法 【紙パック】



⑥雑がみ（菓子箱・包装紙など）

「可燃ごみ」が最も多く 、次いで「資源分別収集」が 、「集団回収」が

、「出ない」が などの順である。

年齢別では、年齢が低いほど「可燃ごみ」が多く、「集団回収」が少なくなる傾向

がある。また、 歳未満で「資源分別収集」が極端に少ない。

家族人数別では、家族人数が多いほど「集団回収」が多い。

住居形態別では、一戸建てで「可燃ごみ」が少なく、「資源分別収集」「集団回収」

が多い。

居住年数別では、居住年数が長いほど「可燃ごみ」が少ない。特に、居住年数 年

以上で「集団回収」が多く、１年未満で「資源分別収集」が少ない。

図表２－３－１１ 雑がみ（菓子箱・包装紙など）の処分方法

【その他の主な回答】

⚫ マンションの所定の場所に出す

⚫ 管理人が処理している

⚫ その他の回収に出している

回答数 割合

可燃ごみ

不燃ごみ

資源分別収集

集団回収

新聞販売店

出ない

その他

無回答

全体

可燃ごみ

50.8%

不燃ごみ

0.1%

資源分別

収集

31.8%

集団回収

7.2%

出ない

0.6%

その他

1.0%

無回答

8.5%



図表２－３－１２ 雑がみ（菓子箱・包装紙など）の処分方法（属性別）

 

可燃ごみ 不燃ごみ 資源分別
収集

集団回収 新聞販売
店回収

出ない その他 無回答

70歳以上

家
族
人
数

1人

2人

3人

4人

5人以上

上段：票数、下段：割合（％）

年
齢

30歳未満

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

全体

合計

問12 処分方法 【雑がみ】

住
居
形
態

一戸建て

集合住宅(管理人無)

集合住宅(管理人有)

その他

居
住
状
況

住居専用

店舗併設

事務所等併設

20年以上

ご
み
や
資
源
を
出

し
て
い
る
場
所

道路などの集積所

集合住宅の保管場所
(いつでも出せる)

集合住宅の保管場所
(決まった曜日・時間に出す)

その他

居
住
年
数

1年未満

1年以上～3年未満

3年以上～10年未満

10年以上～20年未満



衣類

「可燃ごみ」が最も多く 、次いで「区施設での拠点回収」が 、「集団回

収」が 、「出ない」が などの順である。

年齢別では、年齢が低いほど「出ない」が多い。特に、 歳未満でその傾向が顕著

である。

居住年数別では、居住年数 年以上で「可燃ごみ」が少ない。また、 年未満で「区

施設での拠点回収」「集団回収」が少なく、「出ない」が多い。

図表２－３－１３ 衣類の処分方法

【その他の主な回答】

⚫ フリーマーケット

⚫ リサイクルショップ

⚫ バザー

⚫ 知人に譲る

⚫ ネットオークション

⚫ 施設に寄付

 

可燃ごみ

52.6%

不燃ごみ

1.2%

区施設での

拠点回収

12.4%

集団回収

8.1%

出ない

3.7%

その他

5.5% 無回答

16.4%

回答数 割合

可燃ごみ

不燃ごみ

区施設での拠点回収

集団回収

出ない

その他

無回答

全体



図表２－３－１４ 衣類の処分方法（属性別）

 
可燃ごみ 不燃ごみ 区施設で

の拠点回
収

集団回収 出ない その他 無回答

20年以上

ご
み
や
資
源
を
出

し
て
い
る
場
所

道路などの集積所

集合住宅の保管場所
(いつでも出せる)

集合住宅の保管場所
(決まった曜日・時間に出す)

その他

居
住
年
数

1年未満

1年以上～3年未満

3年以上～10年未満

10年以上～20年未満

住
居
形
態

一戸建て

集合住宅(管理人無)

集合住宅(管理人有)

その他

居
住
状
況

住居専用

店舗併設

事務所等併設

70歳以上

家
族
人
数

1人

2人

3人

4人

5人以上

上段：票数、下段：割合（％）

問12 処分方法 【衣類】

年
齢

30歳未満

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

全体

合計



びん・缶・ペットボトル

①生きびん

「資源分別収集」が最も多く 、次いで「出ない」が 、「集団回収」が 、

「不燃ごみ」と「販売店での店頭回収」が などの順である。

年齢別では、年齢が低いほど「出ない」が多い。また、 歳未満で「資源分別収集」

が少ない。

家族人数別では、 人以上世帯で「資源分別収集」が多い。また、世帯人数が多いほ

ど「販売店での店頭回収」が多い。

住居形態別では、一戸建てで「出ない」が少ない。

居住年数別では、居住年数 年未満で「出ない」が多く、「資源分別収集」が少ない。

図表２－３－１５ 生きびんの処分方法

【その他の主な回答】

⚫ マンションの所定の場所に出す

⚫ 管理人が処理している

⚫ その他の回収に出している

回答数 割合

可燃ごみ

不燃ごみ

資源分別収集

販売店での店頭回収

集団回収

出ない

その他

無回答

全体

不燃ごみ

3.6%

資源分別収集

57.9%

販売店での

店頭回収

3.6%

集団回収

6.5%

出ない

17.2%

その他

1.0%
無回答

10.3%



図表２－３－１６ 生きびんの処分方法（属性別）

可燃ご
み

不燃ご
み

資源分
別収集

販売店
での店
頭回収

集団回
収

出ない その他 無回答

上段：票数、下段：割合（％）

問12 処分方法 【生きびん】

家
族
人
数

1人

2人

3人

4人

5人以上

年
齢

30歳未満

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

住
居
形
態

一戸建て

集合住宅(管理人無)

集合住宅(管理人有)

その他

居
住
状
況

住居専用

店舗併設

事務所等併設

20年以上

ご
み
や
資
源
を
出

し
て
い
る
場
所

道路などの集積所

集合住宅の保管場所
(いつでも出せる)

集合住宅の保管場所
(決まった曜日・時間に出す)

その他

居
住
年
数

1年未満

1年以上～3年未満

3年以上～10年未満

10年以上～20年未満

合計

全体



②雑びん

「資源分別収集」が最も多く 、次いで「不燃ごみ」が 、「集団回収」が

、「出ない」が などの順である。

年齢別では、年齢が高いほど「不燃ごみ」が多くなる傾向がある。また、 歳未満

で「出ない」が多い。

家族人数別では、家族人数が多いほど「資源分別収集」が多くなる傾向がある。

居住年数別では、居住年数が長いほど「出ない」が少なくなる傾向がある。また、

居住年数 年以上 年未満で「資源分別収集」が多く、「不燃ごみ」が少ない。

図表２－３－１７ 雑びんの処分方法

【その他の主な回答】

⚫ マンションの所定の場所に出す

⚫ 管理人が処理している

⚫ その他の回収に出している

可燃ごみ

0.4%

不燃ごみ

14.5%

資源分別

収集

67.2%

販売店

での店

頭回収

0.4%

集団回収

6.3%

出ない

2.1%

その他

0.8%

無回答

8.3%回答数 割合

可燃ごみ

不燃ごみ

資源分別収集

販売店での店頭回収

集団回収

出ない

その他

無回答

全体



図表２－３－１８ 雑びんの処分方法（属性別）

可燃ご
み

不燃ご
み

資源分
別収集

販売店
での店
頭回収

集団回
収

出ない その他 無回答

上段：票数、下段：割合（％）

年
齢

30歳未満

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

問12 処分方法 【雑びん】

住
居
形
態

一戸建て

集合住宅(管理人無)

集合住宅(管理人有)

その他

居
住
状
況

住居専用

店舗併設

事務所等併設

家
族
人
数

1人

2人

3人

4人

5人以上

20年以上

ご
み
や
資
源
を
出

し
て
い
る
場
所

道路などの集積所

集合住宅の保管場所
(いつでも出せる)

集合住宅の保管場所
(決まった曜日・時間に出す)

その他

居
住
年
数

1年未満

1年以上～3年未満

3年以上～10年未満

10年以上～20年未満

合計

全体



③アルミ缶

「資源分別収集」が最も多く 、次いで「集団回収」が 、「不燃ごみ」が 、

「出ない」が などの順である。

年齢別では、年齢が低いほど「出ない」が多い。

家族人数別では、家族人数が少ないほど「出ない」が多い。

居住年数別では、居住年数が長いほど「出ない」が少ない。特に、居住年数 年以上

になると極端に少なく、逆に「不燃ごみ」が多くなっている。

図表２－３－１９ アルミ缶の処分方法

【その他の主な回答】

⚫ マンションの所定の場所に出す

⚫ 管理人が処理している

⚫ その他の回収に出している

不燃ごみ

5.0%

資源分別

収集

78.2%

販売店での

店頭回収

0.6%

集団回収

7.9%

出ない

1.8%

その他

1.0%
無回答

5.6%
回答数 割合

可燃ごみ

不燃ごみ

資源分別収集

販売店での店頭回収

集団回収

出ない

その他

無回答

全体



図表２－３－２０ アルミ缶の処分方法（属性別）

可燃ご
み

不燃ご
み

資源分
別収集

販売店
での店
頭回収

集団回
収

出ない その他 無回答

年
齢

30歳未満

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

集合住宅の保管場所
(決まった曜日・時間に出す)

その他

居
住
年
数

1年未満

1年以上～3年未満

3年以上～10年未満

10年以上～20年未満

上段：票数、下段：割合（％）

問12 処分方法 【アルミ缶】

住
居
形
態

一戸建て

集合住宅(管理人無)

集合住宅(管理人有)

その他

居
住
状
況

住居専用

店舗併設

事務所等併設

家
族
人
数

1人

2人

3人

4人

5人以上

合計

全体

20年以上

ご
み
や
資
源
を
出

し
て
い
る
場
所

道路などの集積所

集合住宅の保管場所
(いつでも出せる)



④スチール缶

「資源分別収集」が最も多く 、次いで「集団回収」が 、「不燃ごみ」が 、

「出ない」が などの順である。

年齢別では、年齢が低いほど「出ない」が多い。

家族人数別では、家族人数が多いほど「出ない」が少ない。

居住年数別では、居住年数が長いほど「出ない」が少なくなる傾向がある。特に 年

を境に、 年以上になると「出ない」が極端に少なく、その反面「不燃ごみ」が多い。

図表２－３－２１ スチール缶の処分方法

【その他の主な回答】

⚫ マンションの所定の場所に出す

⚫ 管理人が処理している

⚫ その他の回収に出している

不燃ごみ

6.1%

資源分別

収集

77.3%

販売店での

店頭回収

0.4%

集団回収

7.2%

出ない

2.3%

その他

1.0%

無回答

5.8%回答数 割合

可燃ごみ

不燃ごみ

資源分別収集

販売店での店頭回収

集団回収

出ない

その他

無回答

全体



図表２－３－２２ スチール缶の処分方法（属性別）

可燃ご
み

不燃ご
み

資源分
別収集

販売店
での店
頭回収

集団回
収

出ない その他 無回答

上段：票数、下段：割合（％）

問12 処分方法 【スチール缶】

住
居
形
態

一戸建て

集合住宅(管理人無)

集合住宅(管理人有)

その他

居
住
状
況

住居専用

店舗併設

事務所等併設

家
族
人
数

1人

2人

3人

4人

5人以上

年
齢

30歳未満

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

合計

全体

20年以上

ご
み
や
資
源
を
出

し
て
い
る
場
所

道路などの集積所

集合住宅の保管場所
(いつでも出せる)

集合住宅の保管場所
(決まった曜日・時間に出す)

その他

居
住
年
数

1年未満

1年以上～3年未満

3年以上～10年未満

10年以上～20年未満



⑤ペットボトル

「資源分別収集」が最も多く 、次いで「集団回収」が 、「不燃ごみ」が 、

「可燃ごみ」が などの順である。

年齢別では、 歳以上で「資源分別収集」が少なくなっているが、他の処分方法が

極端に多くなっているわけでもなく、他の年代と比較して「無回答」が多かったため

と思われる。

図表２－３－２３ ペットボトルの処分方法

【その他の主な回答】

⚫ マンションの所定の場所に出す

⚫ 管理人が処理している

⚫ その他の回収に出している

⚫ ポイント還元してくれるスーパーに出す

 

回答数 割合

可燃ごみ

不燃ごみ

資源分別収集

販売店での店頭回収

集団回収

出ない

その他

無回答

全体

可燃ごみ

2.1%

不燃ごみ

2.2%

資源分別収集

78.0%

販売店での

店頭回収

1.7%

集団回収

7.2%

出ない

0.3%

その他

1.1%

無回答

7.6%



図表２－３－２４ ペットボトルの処分方法（属性別）

 

可燃ご
み

不燃ご
み

資源分
別収集

販売店
での店
頭回収

集団回
収

出ない その他 無回答

上段：票数、下段：割合（％）

問12 処分方法 【ペットボトル】

住
居
形
態

一戸建て

集合住宅(管理人無)

集合住宅(管理人有)

その他

居
住
状
況

住居専用

店舗併設

事務所等併設

家
族
人
数

1人

2人

3人

4人

5人以上

年
齢

30歳未満

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

ご
み
や
資
源
を
出

し
て
い
る
場
所

道路などの集積所

集合住宅の保管場所
(いつでも出せる)

集合住宅の保管場所
(決まった曜日・時間に出す)

その他

居
住
年
数

1年未満

1年以上～3年未満

3年以上～10年未満

10年以上～20年未満

20年以上

合計

全体



プラスチック

①食品用発泡スチロールトレイ

「可燃ごみ」が最も多く 、次いで「販売店での店頭回収」が 、「不燃ご

み」が 、「区施設での拠点回収」が などの順である。

年齢別では、年齢が低いほど「可燃ごみ」と「出ない」が多くなる傾向がある。ま

た、年齢 歳以上で「区施設での拠点回収」「販売店での店頭回収」が多い。

家族人数別では、家族人数が多いほど「販売店での店頭回収」が多くなる傾向があ

り、特に、 人世帯、 人以上世帯でその傾向が顕著である。

居住年数別では、居住年数 年を境に、 年未満で「出ない」が多い。

図表２－３－２５ 食品用発泡スチロールトレイの処分方法

【その他の主な回答】

⚫ 生協の回収

回答数 割合

可燃ごみ

不燃ごみ

区施設での拠点回収

販売店での店頭回収

出ない

その他

無回答

全体

可燃ごみ

53.3%

不燃ごみ

5.4%

区施設での

拠点回収

4.7%

販売店での

店頭回収

15.6%

出ない

2.5%

その他

1.7%
無回答

16.9%



図表２－３－２６ 食品用発泡スチロールトレイの処分方法（属性別）

可燃ごみ 不燃ごみ 区施設で
の拠点回
収

販売店で
の店頭回
収

出ない その他 無回答

20年以上

ご
み
や
資
源
を
出

し
て
い
る
場
所

道路などの集積所

集合住宅の保管場所
(いつでも出せる)

集合住宅の保管場所
(決まった曜日・時間に出す)

その他

居
住
年
数

1年未満

1年以上～3年未満

3年以上～10年未満

10年以上～20年未満

住
居
形
態

一戸建て

集合住宅(管理人無)

集合住宅(管理人有)

その他

居
住
状
況

住居専用

店舗併設

事務所等併設

70歳以上

家
族
人
数

1人

2人

3人

4人

5人以上

上段：票数、下段：割合（％）

問12 処分方法 【食品用発泡スチロールトレイ】

年
齢

30歳未満

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

全体

合計



②プラスチック製ボトル

「可燃ごみ」が最も多く 、次いで「不燃ごみ」が 、「区施設での拠点回

収」が 、「出ない」が の順である。

年齢別では、 歳未満で「出ない」が多い。

家族人数別では、家族人数が多くなるほど「可燃ごみ」が多い。

住居形態別では、集合住宅 管理人無 で「可燃ごみ」が多く、「不燃ごみ」が少な

い。

図表２－３－２７ プラスチック製ボトルの処分方法

【その他の主な回答】

⚫ スーパーの回収箱に出す

回答数 割合

可燃ごみ

不燃ごみ

区施設での拠点回収

出ない

その他

無回答

全体
可燃ごみ

66.1%

不燃ごみ

12.8%

区施設での

拠点回収

2.5%

出ない

1.9%

その他

1.2%

無回答

15.4%



図表２－３－２８ プラスチック製ボトルの処分方法（属性別）

 
可燃ごみ 不燃ごみ 区施設で

の拠点回
収

出ない その他 無回答

20年以上

ご
み
や
資
源
を
出

し
て
い
る
場
所

道路などの集積所

集合住宅の保管場所
(いつでも出せる)

集合住宅の保管場所
(決まった曜日・時間に出す)

その他

居
住
年
数

1年未満

1年以上～3年未満

3年以上～10年未満

10年以上～20年未満

住
居
形
態

一戸建て

集合住宅(管理人無)

集合住宅(管理人有)

その他

居
住
状
況

住居専用

店舗併設

事務所等併設

70歳以上

家
族
人
数

1人

2人

3人

4人

5人以上

上段：票数、下段：割合（％）

問12 処分方法 【プラスチック製ボトル】

年
齢

30歳未満

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

全体

合計



その他

①生ごみ

「可燃ごみ」が最も多く 、次いで「出ない」が 、「自家処理」が 、「不

燃ごみ」が の順である。

年齢別では、 歳以上で「可燃ごみ」が少なくなっているが、他の処分方法が極端

に多くなっているわけでもなく、他の年代と比較して「無回答」が多かったためと思

われる。また、 歳以上で「不燃ごみ」の回答があった。

家族人数別では、家族人数が多くなるほど「出ない」が少なく、 人家族以上では「出

ない」の回答はなかった。

住居形態別では、一戸建てで「可燃ごみ」が少ない。また、一戸建てで「不燃ごみ」

の回答があった。

図表２－３－２９ 生ごみの処分方法

【その他の主な回答】

⚫ ディスポーザ 可燃ごみ

87.2%

不燃ごみ

0.3%

自家処理

0.6%

出ない

1.1% その他

0.6%

無回答

10.3%

回答数 割合

可燃ごみ

不燃ごみ

自家処理

出ない

その他

無回答

全体



図表２－３－３０ 生ごみの処分方法（属性別）

可燃ごみ 不燃ごみ 自家処理 出ない その他 無回答

20年以上

ご
み
や
資
源
を
出

し
て
い
る
場
所

道路などの集積所

集合住宅の保管場所
(いつでも出せる)

集合住宅の保管場所
(決まった曜日・時間に出す)

その他

居
住
年
数

1年未満

1年以上～3年未満

3年以上～10年未満

10年以上～20年未満

住
居
形
態

一戸建て

集合住宅(管理人無)

集合住宅(管理人有)

その他

居
住
状
況

住居専用

店舗併設

事務所等併設

70歳以上

家
族
人
数

1人

2人

3人

4人

5人以上

上段：票数、下段：割合（％）

問12 処分方法 【生ごみ】

年
齢

30歳未満

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

全体

合計



②使用済食用油

「可燃ごみ」が最も多く 、次いで「出ない」が 、「不燃ごみ」が の

順である。

年齢別では、 歳以上で「可燃ごみ」「出ない」が少なく、「不燃ごみ」が多い。

住居形態別では、集合住宅 管理人無 で「出ない」が多く、「可燃ごみ」が少ない。

居住年数別では、居住年数が長くなるほど「出ない」が少なく、無回答の多い 年

以上を除くと「可燃ごみ」が多い。

図表２－３－３１ 使用済食用油の処分方法

【その他の主な回答】

⚫ マンションの所定の場所に出す

⚫ 管理人が処理している

可燃ごみ

58.5%

不燃ごみ

2.8%

出ない

23.7%

その他

0.4%
無回答

14.6%

回答数 割合

可燃ごみ

不燃ごみ

出ない

その他

無回答

全体



図表２－３－３２ 使用済食用油の処分方法（属性別）

可燃ごみ 不燃ごみ 出ない その他 無回答

20年以上

ご
み
や
資
源
を
出

し
て
い
る
場
所

道路などの集積所

集合住宅の保管場所
(いつでも出せる)

集合住宅の保管場所
(決まった曜日・時間に出す)

その他

居
住
年
数

1年未満

1年以上～3年未満

3年以上～10年未満

10年以上～20年未満

住
居
形
態

一戸建て

集合住宅(管理人無)

集合住宅(管理人有)

その他

居
住
状
況

住居専用

店舗併設

事務所等併設

70歳以上

家
族
人
数

1人

2人

3人

4人

5人以上

上段：票数、下段：割合（％）

問12 処分方法 【使用済食用油】

年
齢

30歳未満

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

全体

合計



③木・草類

「可燃ごみ」が最も多く 、次いで「出ない」が 、「自家処理」が 、

「不燃ごみ」が の順である。

年齢別では、年齢が高いほど「出ない」が少なく、「可燃ごみ」が多くなる傾向が

ある。

家族人数別では、家族人数が多いほど「出ない」が少なく、「可燃ごみ」が多くな

る傾向がある。

住居形態別では、一戸建てで「出ない」が少なく、「可燃ごみ」が多い。

居住年数別では、居住年数が長いほど「出ない」が少なく、「可燃ごみ」が多くな

る傾向がある。

図表２－３－３３ 木・草類の処分方法

【その他の主な回答】

⚫ マンションの所定の場所に出す

⚫ 管理人が処理している

可燃ごみ

58.5%

不燃ごみ

0.7%

自家処理

1.4%

出ない

25.8%

その他

0.6%
無回答

13.1%

回答数 割合

可燃ごみ

不燃ごみ

自家処理

出ない

その他

無回答

全体



図表２－３－３４ 木・草類の処分方法（属性別）

可燃ごみ 不燃ごみ 自家処理 出ない その他 無回答

20年以上

ご
み
や
資
源
を
出

し
て
い
る
場
所

道路などの集積所

集合住宅の保管場所
(いつでも出せる)

集合住宅の保管場所
(決まった曜日・時間に出す)

その他

居
住
年
数

1年未満

1年以上～3年未満

3年以上～10年未満

10年以上～20年未満

住
居
形
態

一戸建て

集合住宅(管理人無)

集合住宅(管理人有)

その他

居
住
状
況

住居専用

店舗併設

事務所等併設

70歳以上

家
族
人
数

1人

2人

3人

4人

5人以上

上段：票数、下段：割合（％）

問12 処分方法 【木・草類】

年
齢

30歳未満

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

全体

合計



④筒型乾電池

「不燃ごみ」が最も多く 、次いで「区施設での拠点回収」が 、「販売店

での店頭回収」が 、「出ない」が などの順である。

年齢別では、 歳未満で「不燃ごみ」「出ない」が多く、「区施設での拠点回収」

「販売店での店頭回収」が少ない。

家族人数別では、家族人数が多いほど「区施設での拠点回収」が多くなる傾向があ

る。

住居形態別では、集合住宅 管理人無 で「不燃ごみ」が少なく、「区施設での拠点

回収」が多い。

居住年数別では、居住年数 年未満で「出ない」が多く、「区施設での拠点回収」が

少ない。

図表２－３－３５ 筒型乾電池の処分方法

【その他の主な回答】

⚫ 勤務先で処分

⚫ 捨て方がわからないので捨てられない

⚫ 保管している

回答数 割合

可燃ごみ

不燃ごみ

区施設での拠点回収

販売店での店頭回収

出ない

その他

無回答

全体

可燃ごみ

1.0%

不燃ごみ

44.8%

区施設での

拠点回収

19.3%

販売店での

店頭回収
11.0%

出ない

4.7%

その他

5.5% 無回答

13.8%



図表２－３－３６ 筒型乾電池の処分方法（属性別）

可燃ごみ 不燃ごみ 区施設で
の拠点回
収

販売店で
の店頭回
収

出ない その他 無回答

20年以上

ご
み
や
資
源
を
出

し
て
い
る
場
所

道路などの集積所

集合住宅の保管場所
(いつでも出せる)

集合住宅の保管場所
(決まった曜日・時間に出す)

その他

居
住
年
数

1年未満

1年以上～3年未満

3年以上～10年未満

10年以上～20年未満

住
居
形
態

一戸建て

集合住宅(管理人無)

集合住宅(管理人有)

その他

居
住
状
況

住居専用

店舗併設

事務所等併設

70歳以上

家
族
人
数

1人

2人

3人

4人

5人以上

上段：票数、下段：割合（％）

問12 処分方法 【筒型乾電池】

年
齢

30歳未満

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

全体

合計



⑤ボタン電池

「不燃ごみ」が最も多く 、次いで「販売店での店頭回収」が 、「出ない」

が 、「可燃ごみ」が の順である。

年齢別では、年齢が低いほど「出ない」が多い。特に 歳未満でその傾向が顕著で

あり、その反面「販売店での店頭回収」が少ない。

住居形態別では、集合住宅 管理人無 で「出ない」が多く、「不燃ごみ」が少ない。

居住年数別では、居住年数が長いほど「出ない」が少なくなる傾向がある。

図表２－３－３７ ボタン電池の処分方法

【その他の主な回答】

⚫ 勤務先で処分

⚫ 捨て方がわからないので捨てられない

⚫ 保管している

可燃ごみ

1.0%

不燃ごみ

47.0%

販売店での

店頭回収

19.3%

出ない

12.1%

その他

6.1%

無回答

14.6%

回答数 割合

可燃ごみ

不燃ごみ

販売店での店頭回収

出ない

その他

無回答

全体



図表２－３－３８ ボタン電池の処分方法（属性別）

可燃ごみ 不燃ごみ 販売店で
の店頭回
収

出ない その他 無回答

20年以上

ご
み
や
資
源
を
出

し
て
い
る
場
所

道路などの集積所

集合住宅の保管場所
(いつでも出せる)

集合住宅の保管場所
(決まった曜日・時間に出す)

その他

居
住
年
数

1年未満

1年以上～3年未満

3年以上～10年未満

10年以上～20年未満

住
居
形
態

一戸建て

集合住宅(管理人無)

集合住宅(管理人有)

その他

居
住
状
況

住居専用

店舗併設

事務所等併設

70歳以上

家
族
人
数

1人

2人

3人

4人

5人以上

上段：票数、下段：割合（％）

問12 処分方法 【ボタン電池】

年
齢

30歳未満

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

全体

合計



⑥小型充電式電池

「不燃ごみ」が最も多く 、次いで「出ない」が 、「販売店での店頭回収」

が 、「可燃ごみ」が の順である。

年齢別では、 歳未満で「出ない」が多く、「販売店での店頭回収」が少ない。

住居形態別では、集合住宅 管理人無 で「出ない」が多く、「不燃ごみ」が少ない。

居住年数別では、居住年数 年を境に、 年未満で「出ない」が多い。

図表２－３－３９ 小型充電式電池の処分方法

【その他の主な回答】

⚫ 勤務先で処分

⚫ 捨て方がわからないので捨てられない

⚫ 保管している

可燃ごみ

0.8%

不燃ごみ

41.5%

販売店

での店

頭回収

15.3%

出ない

22.7%

その他

4.5%

無回答

15.2%

回答数 割合

可燃ごみ

不燃ごみ

販売店での店頭回収

出ない

その他

無回答

全体



図表２－３－４０ 小型充電式電池の処分方法（属性別）

可燃ごみ 不燃ごみ 販売店で
の店頭回
収

出ない その他 無回答

20年以上

ご
み
や
資
源
を
出

し
て
い
る
場
所

道路などの集積所

集合住宅の保管場所
(いつでも出せる)

集合住宅の保管場所
(決まった曜日・時間に出す)

その他

居
住
年
数

1年未満

1年以上～3年未満

3年以上～10年未満

10年以上～20年未満

住
居
形
態

一戸建て

集合住宅(管理人無)

集合住宅(管理人有)

その他

居
住
状
況

住居専用

店舗併設

事務所等併設

70歳以上

家
族
人
数

1人

2人

3人

4人

5人以上

上段：票数、下段：割合（％）

問12 処分方法 【小型充電式電池】

年
齢

30歳未満

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

全体

合計



⑦蛍光管

「不燃ごみ」が最も多く 、次いで「出ない」が 、「区施設での拠点回収」

が 、「販売店での店頭回収」が などの順である。

年齢別では、年齢が低いほど「出ない」が多く、「不燃ごみ」が少なくなる傾向が

ある。特に、 歳未満でその傾向が顕著である。

住居形態別では、一戸建てで「出ない」が少なく、「不燃ごみ」が多い。

居住年数別では、居住年数が長いほど「出ない」が少なく、「不燃ごみ」が多くな

る傾向がある。

図表２－３－４１ 蛍光管の処分方法

【その他の主な回答】

⚫ 管理人が処理している

回答数 割合

可燃ごみ

不燃ごみ

区施設での拠点回収

販売店での店頭回収

出ない

その他

無回答

全体

可燃ごみ

0.3%

不燃ごみ

57.0%

区施設での

拠点回収

8.4%

販売店での

店頭回収

6.6%

出ない

12.3%

その他

3.4% 無回答

12.0%



図表２－３－４２ 蛍光管の処分方法（属性別）

可燃ごみ 不燃ごみ 区施設で
の拠点回
収

販売店で
の店頭回
収

出ない その他 無回答

20年以上

ご
み
や
資
源
を
出

し
て
い
る
場
所

道路などの集積所

集合住宅の保管場所
(いつでも出せる)

集合住宅の保管場所
(決まった曜日・時間に出す)

その他

居
住
年
数

1年未満

1年以上～3年未満

3年以上～10年未満

10年以上～20年未満

住
居
形
態

一戸建て

集合住宅(管理人無)

集合住宅(管理人有)

その他

居
住
状
況

住居専用

店舗併設

事務所等併設

70歳以上

家
族
人
数

1人

2人

3人

4人

5人以上

上段：票数、下段：割合（％）

問12 処分方法 【蛍光管】

年
齢

30歳未満

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

全体

合計



⑧インクカートリッジ

「出ない」が最も多く 、次いで「不燃ごみ」が 、「販売店での店頭回収」

が 、「区施設での拠点回収」が などの順である。

年齢別では、年齢が低いほど「出ない」が多い。特に、 歳未満でその傾向が顕著

であり、その反面「区施設での拠点回収」「販売店での店頭回収」が少なくなってい

る。

家族人数別では、家族人数が多いほど「可燃ごみ」「区施設での拠点回収」が多く、

「出ない」が少なくなる傾向がある。

住居形態別では、一戸建てで「出ない」が少なく、「不燃ごみ」が多い。

居住年数別では、居住年数が長いほど「出ない」が少ない。また、居住年数 年以

上で「不燃ごみ」が多い。

図表２－３－４３ インクカートリッジの処分方法

【その他の主な回答】

⚫ ベルマーク運動

⚫ 学校

 

可燃ごみ

8.1%

不燃ごみ

23.0%

区施設での

拠点回収

10.3%

販売店

での店

頭回収

17.1%

出ない

24.0%

その他

4.4%
無回答

13.1%

回答数 割合

可燃ごみ

不燃ごみ

区施設での拠点回収

販売店での店頭回収

出ない

その他

無回答

全体



図表２－３－４４ インクカートリッジの処分方法（属性別）

可燃ごみ 不燃ごみ 区施設で
の拠点回
収

販売店で
の店頭回
収

出ない その他 無回答

20年以上

ご
み
や
資
源
を
出

し
て
い
る
場
所

道路などの集積所

集合住宅の保管場所
(いつでも出せる)

集合住宅の保管場所
(決まった曜日・時間に出す)

その他

居
住
年
数

1年未満

1年以上～3年未満

3年以上～10年未満

10年以上～20年未満

住
居
形
態

一戸建て

集合住宅(管理人無)

集合住宅(管理人有)

その他

居
住
状
況

住居専用

店舗併設

事務所等併設

70歳以上

家
族
人
数

1人

2人

3人

4人

5人以上

上段：票数、下段：割合（％）

問12 処分方法 【インクカートリッジ】

年
齢

30歳未満

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

全体

合計



２－４ ごみ・リサイクルに関する意識・意向調査 

清掃・リサイクルに関する情報

①清掃・リサイクルに関する情報の媒体（複数回答）

「区報ぶんきょう」が最も多く 、次いで「町会・区施設・マンションの掲示板」

が 、「区のホームページ」が 、「区のチラシや冊子」が などの順であ

る。

年齢別では、年齢が高いほど「区報ぶんきょう」が多い。また、特に 歳代で「区

のホームページ」が多い。

家族人数別では、家族人数が多いほど「区報ぶんきょう」と「区のホームページ」

が多くなる傾向がある。

住居形態別では、一戸建てで「区報ぶんきょう」が多く、「区のホームページ」が

少ない。

居住年数別では、居住年数が長いほど「区報ぶんきょう」が多くなる傾向がある。

図表２－４－１ 清掃・リサイクルに関する情報の媒体

【その他の主な回答】

⚫ わたしの便利帳

⚫ 文京区へようこそ

⚫ パソコンで検索

⚫ 回覧板

⚫ 区役所に電話で問い合わせ

回答数 割合

区報ぶんきょう

町会・区施設・マンションの掲示板

区のホームページ

区のチラシや冊子

近隣の方や管理人からの口コミ

Bunkyoごみダイエット通信

チャットボット（平成31年4月下旬開始）

SNS（Facebook、ツイッター）

その他

無回答

全体

2.3%

3.4%

0.3%

0.4%

1.0%

7.0%

30.0%

35.8%

41.5%

50.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

無回答

その他

SNS
（Facebook、ツイッター）

チャットボット

（平成31年4月下旬開始）

Bunkyoごみダイエット

通信

近隣の方や管理人

からの口コミ

区のチラシや冊子

区のホームページ

町会・区施設・

マンションの掲示板

区報ぶんきょう



図表２－４－２ 清掃・リサイクルに関する情報の媒体（属性別）

区報ぶ
んきょ
う

町会・
区施
設・マ
ンショ
ンの掲
示板

区の
ホーム
ページ

区のチ
ラシや
冊子

近隣の
方や管
理人か
らの口
コミ

ごみダ
イエッ
ト通信

チャッ
トボッ
ト（平
成31年
4月下
旬開
始）

（Face
book、
ツイッ
ター）

その他 無回答

20年以上

ご
み
や
資
源
を
出

し
て
い
る
場
所

道路などの集積所

集合住宅の保管場所
(いつでも出せる)

集合住宅の保管場所
(決まった曜日・時間に出す)

その他

居
住
年
数

1年未満

1年以上～3年未満

3年以上～10年未満

10年以上～20年未満

住
居
形
態

一戸建て

集合住宅(管理人無)

集合住宅(管理人有)

その他

居
住
状
況

住居専用

店舗併設

事務所等併設

70歳以上

家
族
人
数

1人

2人

3人

4人

5人以上

上段：票数、下段：割合（％）

合計

問1-1 清掃・リサイクルに関する情報の媒体

全体

年
齢

30歳未満

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代



②清掃・リサイクルに関する情報で知りたいもの（複数回答）

「粗大ごみの出し方・料金」が最も多く 、次いで「収集できないもの」が 、

「分別方法や出し方」が 、「資源のリサイクルのしくみ」が などの順であ

る。

年齢別では、年齢が低いほど「粗大ごみの出し方・料金」と「分別方法や出し方」

が多く、「ごみ処理のしくみ」が少なくなる傾向がある。

家族人数別では、特に 人家族で「粗大ごみの出し方・料金」が多い。

住居形態別では、集合住宅（管理人無）で「家庭でできるごみ減量の取組み」が少

ない。

居住年数別では、居住年数が短いほど「粗大ごみの出し方・料金」と「分別方法や

出し方」が多くなる傾向がある。また、特に居住年数 年未満で「家庭でできるごみ減

量の取組み」が少ない。

図表２－４－３ 清掃・リサイクルに関する情報で知りたいもの

【その他の主な回答】

⚫ 園芸土・石の捨て方

⚫ 粗大ごみを直接持ち込む方法

⚫ ボタン電池・蓄電池の回収場所

⚫ 連休前後の収集日

⚫ 英語の案内

⚫ フリーマーケットの情報

⚫ リサイクルを推進している販売店

 

回答数 割合

粗大ごみの出し方・料金

収集できないもの

分別方法や出し方

資源のリサイクルのしくみ

家庭でできるごみ減量の取組み

ごみ処理のしくみ

清掃・リサイクル事業のコスト

イベント情報

その他

無回答

全体

5.0%

2.9%

12.0%

12.7%

13.6%

22.3%

23.6%

55.1%

56.6%

62.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

無回答

その他

イベント情報

清掃・リサイクル

事業のコスト

ごみ処理のしくみ

家庭でできる

ごみ減量の取組み

資源のリサイクル

のしくみ

分別方法や出し方

収集できないもの

粗大ごみの出し方・

料金



図表２－４－４ 清掃・リサイクルに関する情報で知りたいもの（属性別）

粗大ご
みの出
し方・
料金

収集で
きない
もの

分別方
法や出
し方

資源の
リサイ
クルの
しくみ

家庭で
できる
ごみ減
量の取
組み

ごみ処
理のし
くみ

清掃・
リサイ
クル事
業のコ
スト

イベン
ト情報

その他 無回答

20年以上

ご
み
や
資
源
を
出

し
て
い
る
場
所

道路などの集積所

集合住宅の保管場所
(いつでも出せる)

集合住宅の保管場所
(決まった曜日・時間に出す)

その他

居
住
年
数

1年未満

1年以上～3年未満

3年以上～10年未満

10年以上～20年未満

住
居
形
態

一戸建て

集合住宅(管理人無)

集合住宅(管理人有)

その他

居
住
状
況

住居専用

店舗併設

事務所等併設

60歳代

70歳以上

家
族
人
数

1人

2人

3人

4人

5人以上

上段：票数、下段：割合（％）

合計

問1-2 清掃・リサイクルに関する情報で知りたいもの

全体

年
齢

30歳未満

30歳代

40歳代

50歳代



ごみ減量の取組み

①家庭で行っているごみ減量の取組み（複数回答）

「資源の分別回収」が最も多く 、次いで「詰め替え商品の購入」が 、「生

ごみの水切り」が 、「マイバッグの利用」が などの順である。

年齢別では、年齢が高いほど「生ごみの水切り」と「修理できるものは修理」が多

くなる傾向がある。また、特に 歳未満で「資源の分別回収」が少ない。

家族人数別では、家族人数が多いほど「資源の分別回収」と「生ごみの水切り」が

多く、「食べ残しをしない」が少なくなる傾向がある。また、特に家族人数 人以上で

「マイバッグの利用」が多い。

住居形態別では、一戸建てで「生ごみの水切り」が多い。また、特に集合住宅（管

理人無）で「マイバッグの利用」と「過剰包装を断る」及び「リターナブルビンの利

用」が少ない。

居住年数別では、居住年数が長いほど「資源の分別回収」と「生ごみの水切り」が

多くなる傾向がある。また、居住年数 年を境に、 年未満で「修理できるものは修理」

が少ない。

図表２－４－５ 家庭で行っているごみ減量の取組み

【その他の主な回答】

⚫ 生ごみ処理機を利用

⚫ ディスポーザで処理

⚫ ときどき冷蔵庫のものを使い切る

回答数 割合

資源の分別回収

詰め替え商品の購入

生ごみの水切り

マイバッグの利用

食べ残しをしない

過剰包装を断る

不用なものは受け取らない

計画的に買い物

生ごみを出さない

修理できるものは修理

不用になったものは人に譲る

量り売り、ばら売り商品の購入

リサイクルショップの利用

再生品の購入

リターナブルびんの利用

フリーマーケットの利用

コンポスト化容器の使用

その他

無回答

全体

0.4%

1.0%

2.3%

4.8%

5.8%

7.3%

8.0%

9.4%

24.0%

32.2%

43.9%

45.5%

45.9%

48.9%

59.5%

64.5%

66.9%

71.3%

74.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

無回答

その他

コンポスト化容器

の使用

フリーマーケット

の利用

リターナブルびん

の利用

再生品の購入

リサイクルショップ
の利用

量り売り、ばら売り

商品の購入

不用になったものは
人に譲る

修理できるものは

修理

生ごみを出さない

計画的に買い物

不用なものは
受け取らない

過剰包装を断る

食べ残しをしない

マイバッグの利用

生ごみの水切り

詰め替え商品の購入

資源の分別回収



図表２－４－６ 家庭で行っているごみ減量の取組み（属性別）

資源の

分別回

収

詰め替

え商品

の購入

生ごみ

の水切

り

マイ

バッグ

の利用

食べ残

しをし

ない

過剰包

装を断

る

不用な

ものは

受け取

らない

計画的

に買い

物

生ごみ

を出さ

ない

修理で

きるも

のは修

理

不用に

なった

ものは

人に譲

る

量り売

り、ば

ら売り

商品の

購入

リサイ

クル

ショッ

プの利

用

再生品

の購入

リター

ナブル

びんの

利用

フリー

マー

ケット

の利用

コンポ

スト化

容器の

使用

その他 無回答

20年以上

ご
み
や
資
源
を
出

し
て
い
る
場
所

道路などの集積所

集合住宅の保管場所
(いつでも出せる)

集合住宅の保管場所
(決まった曜日・時間に出す)

その他

居
住
年
数

1年未満

1年以上～3年未満

3年以上～10年未満

10年以上～20年未満

居
住
状
況

住居専用

店舗併設

事務所等併設

家
族
人
数

1人

2人

3人

4人

5人以上

住
居
形
態

一戸建て

集合住宅(管理人無)

集合住宅(管理人有)

その他

上段：票数、下段：割合（％）

問2-1 家庭で行っているごみ減量の取組み

年
齢

30歳未満

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

全体

合
計



②ごみ減量の効果的な対策（複数回答）

「マイバッグの推進」が最も多く 、次いで「レジ袋の有料化」が 、「資

源回収品目の増加」が 、「生ごみの水切りの推進」が などの順である。

年齢別では、年齢が高いほど「マイバッグの推進」と「レジ袋の有料化」及び「生

ごみの水切りの推進」が多くなる傾向がある。また、特に 歳未満で「資源回収品目

の増加」が少なく、「びんや缶のデポジット化」が多い。

家族人数別では、家族人数が多いほど「生ごみの水切りの推進」が多くなる傾向が

ある。また、特に家族人数 人以上で「レジ袋の有料化」と「家庭ごみの有料化」が多

く、「資源回収品目の増加」が少ない。

居住形態別では、一戸建てで「マイバッグの推進」と「生ごみの水切りの推進」が

多く、「フリーマーケット等の情報提供」が少ない。

居住年数別では、居住年数が長いほど「レジ袋の有料化」と「生ごみの水切りの推

進」が多くなる傾向がある。また、特に居住年数 年未満で「資源回収品目の増加」と

「分別方法や資源の回収場所についての情報提供」が少ない。

図表２－４－７ ごみ減量の効果的な対策

【その他の主な回答】

⚫ 過剰包装の抑制、簡易包装の推進

⚫ 粗品・チラシのポスティングの禁止

⚫ 飲食店での食べ残しの持ち帰り

⚫ コンビニエンスストアの廃棄食品の活用

⚫ 学校プリントのデジタル化

⚫ ごみ減量を行った区民へのポイント還元

⚫ ３Ｒの有効性を体験・学習できる場の設置

⚫ ごみ減量に協力した人への表彰制度

1.7%

4.5%

7.2%

10.1%

12.3%

12.7%

15.7%

26.6%

26.7%

31.3%

32.4%

36.1%

36.8%

42.6%

60.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

無回答

その他

啓発講座の実施

家庭ごみの有料化

集団回収に取組む団体

の増加

フリーマーケットの開催

フリーマーケット等

の情報提供

びんや缶のデポジット化

プラスチックの分別

分別方法や資源の回収

場所についての情報提供

食べきりの推進

生ごみの水切りの推進

資源回収品目の増加

レジ袋の有料化

マイバッグの推進回答数 割合

マイバッグの推進

レジ袋の有料化

資源回収品目の増加

生ごみの水切りの推進

食べきりの推進
分別方法や資源の回収場所についての情報提供

プラスチックの分別

びんや缶のデポジット化

フリーマーケット等の情報提供

フリーマーケットの開催

集団回収に取組む団体の増加

家庭ごみの有料化

啓発講座の実施

その他

無回答

全体



図表２－４－８ ごみ減量の効果的な対策（属性別）

マイ
バッグ
の推進

レジ袋
の有料
化

資源回
収品目
の増加

生ごみ
の水切
りの推
進

食べき
りの推
進

分別方
法や資
源の回
収場所
につい
ての情
報提供

プラス
チック
の分別

びんや
缶のデ
ポジッ
ト化

フリー
マー
ケット
等の情
報提供

フリー
マー
ケット
の開催

集団回
収に取
組む団
体の増
加

家庭ご
みの有
料化

啓発講
座の実
施

その他 無回答

20年以上

ご
み
や
資
源
を
出

し
て
い
る
場
所

道路などの集積所

集合住宅の保管場所
(いつでも出せる)

集合住宅の保管場所(決
まった曜日・時間に出す)

その他

居
住
年
数

1年未満

1年以上～3年未満

3年以上～10年未満

10年以上～20年未満

居
住
状
況

住居専用

店舗併設

事務所等併設

家
族
人
数

1人

2人

3人

4人

5人以上

住
居
形
態

一戸建て

集合住宅(管理人無)

集合住宅(管理人有)

その他

上段：票数、下段：割合（％）

問2-2 ごみ減量の効果的な対策

年
齢

30歳未満

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

全体

合計



区が行っているごみ減量施策の認知（複数回答）

「生ごみの水切りの勧奨」が最も多く 、次いで「資源の品目や回収場所の拡大」

が 、「集団回収の勧奨」が 、「コンポスト化容器のあっせん」が など

の順である。

年齢別では、年齢が高いほど「生ごみの水切りの推奨」と「集団回収の推奨」及び

「コンポスト化容器のあっせん」が多くなる傾向がある。また、 歳未満では「フリ

ーマーケットや Ｒ講座など」の回答はなかった。

家族人数別では、家族人数が多いほど「コンポスト化容器のあっせん」と「フリー

マーケットや Ｒ講座など」が多くなる傾向がある。

居住形態別では、すべての項目において一戸建てが多く、特に「生ごみの水切りの

推奨」と「コンポスト化容器のあっせん」が他と比較して多い。

居住年数別では、居住年数が長いほど「生ごみの水切りの推奨」と「資源の品目や

回収場所の拡大」が多い。

図表２－４－９ 区が行っているごみ減量施策の認知

43.5%

6.9%

11.2%

13.5%

21.8%

22.0%

23.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

無回答

事業者への

排出指導

フリーマーケット

や3R講座など

コンポスト化容器

のあっせん

集団回収の勧奨

資源の品目や

回収場所の拡大

生ごみの水切り

の勧奨

回答数 割合

生ごみの水切りの勧奨

資源の品目や回収場所の拡大

集団回収の勧奨

コンポスト化容器のあっせん

フリーマーケットや3R講座など

事業者への排出指導

無回答

全体



図表２－４－１０ 区が行っているごみ減量施策の認知（属性別）

生ごみ
の水切
りの勧
奨

資源の
品目や
回収場
所の拡
大

集団回
収の勧
奨

コンポ
スト化
容器の
あっせ
ん

フリー
マー
ケット
や3R講
座など

事業者
への排
出指導

無回答

合計

問3 区が行っているごみ減量施策の認知

全体

ご
み
や
資
源
を
出

し
て
い
る
場
所

道路などの集積所

年
齢

30歳未満

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

集合住宅(管理人無)

集合住宅(管理人有)

その他

家
族
人
数

1人

2人

3人

4人

5人以上

居
住
状
況

住居専用

店舗併設

事務所等併設

住
居
形
態

一戸建て

集合住宅の保管場所
(いつでも出せる)

集合住宅の保管場所
(決まった曜日・時間に出す)

その他

居
住
年
数

1年未満

1年以上～3年未満

3年以上～10年未満

10年以上～20年未満

20年以上

上段：票数、下段：割合（％）



集団回収について

①集団回収の実施状況

「実施している」が最も多く 、次いで「よくわからない」が 、「集団回

収かどうかはよくわからない」が 、「実施していない」が の順である。

年齢別では、年齢が高いほど「実施している」が多くなる傾向がある。また、 歳

を境に、 歳未満で「よくわからない」が多く、 歳を境に、 歳未満で「集団回収

かどうかはよくわからない」が多い。

家族人数別では、家族人数が少ないほど「実施している」が少なく、「よくわから

ない」と「集団回収かどうかはよくわからない」が多くなる傾向がある。

居住形態別では、一戸建てで「実施している」が多く、「集団回収かどうかはよく

わからない」が少ない。また、集合住宅（管理人有）で「実施していない」が少なく、

「集団回収かどうかはよくわからない」が多い。

居住年数別では、居住年数が長いほど「実施している」が多く、「集団回収かどう

かはよくわからない」が少なくなる傾向がある。

図表２－４－１１ 集団回収の実施状況

 

回答数 割合

実施している

実施していない

よくわからない

集団回収かどうかはよくわからない

無回答

全体
実施して

いる

30.4%

実施して

いない

18.3%

よくわか

らない

28.4%

集団回収か

どうかはよく

わからない

20.9%

無回答

1.9%



図表２－４－１２ 集団回収の実施状況（属性別）

実施して
いる

実施して
いない

よくわか
らない

集団回収
かどうか
はよくわ
からない

無回答

合計

全体

家
族
人
数

1人

2人

3人

4人

5人以上

問4-1 集団回収の実施状況

年
齢

30歳未満

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

居
住
状
況

住居専用

店舗併設

事務所等併設

住
居
形
態

一戸建て

ご
み
や
資
源
を
出

し
て
い
る
場
所

道路などの集積所

集合住宅の保管場所
(いつでも出せる)

集合住宅の保管場所
(決まった曜日・時間に出す)

その他

集合住宅(管理人無)

集合住宅(管理人有)

その他

居
住
年
数

1年未満

1年以上～3年未満

3年以上～10年未満

10年以上～20年未満

20年以上

上段：票数、下段：割合（％）



②集団回収への参加状況

「参加している」が 、「参加していない」が の順である。

年齢別では、特に 歳未満で「参加している」が少なく、「参加していない」が多

い。

家族人数別では、特に家族人数 人で「参加している」が多く、「参加していない」

が少ない。

居住年数別では、特に 年以上～ 年未満で「参加している」が少なく、「参加して

いない」が多い。

図表２－４－１３ 集団回収の参加状況

 

参加して
いる

76.0%

参加して
いない

19.9%

無回答
4.1%

回答数 割合

参加している

参加していない

無回答

全体



図表２－４－１４ 集団回収の参加状況（属性別）

参加して
いる

参加して
いない

無回答
合計

問4-2 集団回収の参加状況

全体

家
族
人
数

1人

2人

3人

4人

5人以上

年
齢

30歳未満

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

居
住
状
況

住居専用

店舗併設

事務所等併設

住
居
形
態

一戸建て

ご
み
や
資
源
を
出

し
て
い
る
場
所

道路などの集積所

集合住宅の保管場所
(いつでも出せる)

集合住宅の保管場所
(決まった曜日・時間に出す)

その他

集合住宅(管理人無)

集合住宅(管理人有)

その他

居
住
年
数

1年未満

1年以上～3年未満

3年以上～10年未満

10年以上～20年未満

20年以上

上段：票数、下段：割合（％）



③集団回収に参加していない理由

「区の古紙回収の方が便利だから」が最も多く 、次いで「どう協力すればよい

かわからない」が 、「回収の曜日があわない」と「時間があわない」が な

どの順である。

年齢別では、特に 歳代で「回収の曜日があわない」が多い。また、最も回答数が

多い「区の古紙回収の方が便利だから」は、 歳代で多く、 歳未満で少ない。

家族人数別では、特に家族人数 人で「区の古紙回収の方が便利だから」が多い。

居住形態別では、一戸建てで「区の古紙回収の方が便利だから」と「時間が合わな

い」が多い。また、集合住宅（管理人有）で「区の古紙回収の方が便利だから」が少

なく、「どう協力すればよいかわからない」が多い。

居住年数別では、特に居住年数 年以上～ 年未満で「区の古紙回収の方が便利だか

ら」が少なく、「どう協力すればよいかわからない」が多い。

図表２－４－１５ 集団回収に参加していない理由

【その他の主な回答】

⚫ いつ回収しているかわからない

⚫ 町会に加入していないため、出してよいかどうかわからない

⚫ 新聞販売店の回収に出している

 

9.1%

15.9%

6.8%

13.6%

13.6%

20.5%

50.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

無回答

その他

面倒だから

時間があわない

回収の曜日が

あわない

どう協力すればよいか

わからない

区の古紙回収の方が

便利だから

回答数 割合

区の古紙回収の方が便利だから

どう協力すればよいかわからない

回収の曜日があわない

時間があわない

面倒だから

その他

無回答

全体



図表２－４－１６ 集団回収に参加していない理由（属性別）

区の古
紙回収
の方が
便利だ
から

どう協
力すれ
ばよい
かわか
らない

回収の
曜日が
あわな
い

時間が
あわな
い

面倒だ
から

その他 無回答

上段：票数、下段：割合（％）

居
住
年
数

1年未満

1年以上～3年未満

3年以上～10年未満

10年以上～20年未満

20年以上

集合住宅の保管場所
(決まった曜日・時間に出す)

その他

集合住宅(管理人無)

集合住宅(管理人有)

その他

年
齢

30歳未満

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

問4-3 集団回収に参加していない理由

家
族
人
数

1人

2人

3人

4人

5人以上

居
住
状
況

住居専用

店舗併設

事務所等併設

住
居
形
態

一戸建て

ご
み
や
資
源
を
出

し
て
い
る
場
所

道路などの集積所

集合住宅の保管場所
(いつでも出せる)

全体

合計



拠点回収について

「知らなかった」が最も多く 、次いで「知っていてよく利用」が 、「知

っていてときどき利用」が 、「知っているが利用しない」が の順である。

年齢別では、年齢が高いほど「知っていてよく利用」が多く、「知らなかった」が

少なくなる傾向がある。

家族人数別では、特に家族人数 人以上で「知っているが利用しない」が少ない。

居住形態別では、一戸建てで「知っていてよく利用」が多く、「知らなかった」が

少ない。

居住年数別では、居住年数が長いほど「知っていてよく利用」が多く、「知らなか

った」が少なくなる傾向がある。また、特に居住年数 年未満で「知っていてよく利用」

と「知っていてときどき利用」が少なく、「知っているが利用しない」と「知らなか

った」が多い。

図表２－４－１７ 拠点回収について

 

回答数 割合

知っていてよく利用

知っていてときどき利用

知っているが利用しない

知らなかった

無回答

全体

知っていて

よく利用

28.4%

知っていて

ときどき利用

19.1%

知ってい

るが利用

しない

17.1%

知らな

かった

30.9%

無回答

4.5%



図表２－４－１８ 拠点回収について（属性別）

知って
いてよ
く利用

知って
いてと
きどき
利用

知って
いるが
利用し
ない

知らな
かった

無回答

上段：票数、下段：割合（％）

居
住
年
数

1年未満

1年以上～3年未満

3年以上～10年未満

10年以上～20年未満

20年以上

居
住
状
況

住居専用

店舗併設

事務所等併設

住
居
形
態

一戸建て

ご
み
や
資
源
を
出

し
て
い
る
場
所

道路などの集積所

集合住宅の保管場所
(いつでも出せる)

集合住宅の保管場所
(決まった曜日・時間に出す)

その他

集合住宅(管理人無)

集合住宅(管理人有)

その他

家
族
人
数

1人

2人

3人

4人

5人以上

問5 拠点回収について

年
齢

30歳未満

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

全体

合計



食品ロスについて

①食品ロスの頻度

「ほとんど出ない」が最も多く 、次いで「ときどき出る」が 、「ひんぱ

んに出る」が の順である。

年齢別では、特に 歳未満で「ときどき出る」が少なく、「ほとんど出ない」が多

い。

家族人数別では、家族人数が多いほど「ひんぱんに出る」と「ときどき出る」が多

く、「ほとんど出ない」が少ない。

住居形態別では、集合住宅（管理人無）で「ひんぱんに出る」と「ときどき出る」

が少なく、「ほとんど出ない」が多い。

居住年数別では、居住年数が長くなるほど「ときどき出る」が多く、「ほとんど出

ない」が少なくなる傾向がある。

図表２－４－１９ 食品ロスの頻度

 

回答数 割合

ひんぱんに出る

ときどき出る

ほとんど出ない

無回答

全体

ひんぱん
に出る

4.5%

ときどき
出る

42.0%
ほとんど
出ない

52.3%

無回答
1.1%



図表２－４－２０ 食品ロスの頻度（属性別）

ひんぱ
んに出
る

ときど
き出る

ほとん
ど出な
い

無回答

上段：票数、下段：割合（％）

居
住
年
数

1年未満

1年以上～3年未満

3年以上～10年未満

10年以上～20年未満

20年以上

ご
み
や
資
源
を
出

し
て
い
る
場
所

道路などの集積所

集合住宅の保管場所
(いつでも出せる)

集合住宅の保管場所
(決まった曜日・時間に出す)

その他

集合住宅(管理人無)

集合住宅(管理人有)

その他

居
住
状
況

住居専用

店舗併設

事務所等併設

住
居
形
態

一戸建て

問6-1 食品ロスの頻度

年
齢

30歳未満

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

家
族
人
数

1人

2人

3人

4人

5人以上

全体

合計



②食品ロスを減らすために日頃から行っていること（複数回答）

「買いすぎない」が最も多く 、次いで「料理を残さない」が 、「冷蔵庫

などをこまめにチェック」が 、「料理を作りすぎない」が などの順である。

年齢別では、年齢が高いほど「外食時はご飯の量を調整」が多く、その反面「料理

を残さない」が少なくなる傾向がある。また、年齢 歳を境に、 歳未満で「食べ残

した料理を持ち帰る」が少ない。

家族人数別では、家族人数が多いほど「冷蔵庫などをこまめにチェック」が多くな

る傾向がある。

居住形態別では、集合住宅（管理人無）で「外食時はごはんの量を調整」と「食べ

残した料理を持ち帰る」が少ない。

居住年数別では、居住年数が長いほど「冷蔵庫などをこまめにチェック」と「料理

を作りすぎない」及び「外食時はご飯の量を調整」が多く、「料理を残さない」が少

なくなる傾向がある。

図表２－４－２１ 食品ロスを減らすために日頃から行っていること

【その他の主な回答】

⚫ １週間の予定をつくり、計画的に買物をしている

⚫ 冷蔵庫を小さなものにする

⚫ 値下げした商品を選んで買う

⚫ 消費・賞味期限を気にせずに食べる

⚫ 器には少なめに盛るようにしている

⚫ 冷凍保存

⚫ あまりそうな食品は寄付をしている

  

2.6%

1.9%

12.1%

25.6%

30.3%

50.7%

62.3%

73.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

無回答

その他

食べ残した料理を

持ち帰る

外食時はごはんの量

を調整

料理を作りすぎない

冷蔵庫などをこまめに

チェック

料理を残さない

買いすぎない回答数 割合

買いすぎない

料理を残さない

冷蔵庫などをこまめにチェック

料理を作りすぎない

外食時はごはんの量を調整

食べ残した料理を持ち帰る

その他

無回答

全体



図表２－４－２２ 食品ロスを減らすために日頃から行っていること（属性別）

買いす
ぎない

料理を
残さな
い

冷蔵庫
などを
こまめ
に
チェッ
ク

料理を
作りす
ぎない

外食時
はごは
んの量
を調整

食べ残
した料
理を持
ち帰る

その他 無回答

上段：票数、下段：割合（％）

問6-2 食品ロスを減らすために日頃から行っていること

年
齢

30歳未満

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

居
住
状
況

住居専用

店舗併設

事務所等併設

家
族
人
数

1人

2人

3人

4人

5人以上

住
居
形
態

一戸建て

集合住宅(管理人無)

集合住宅(管理人有)

その他

20年以上

ご
み
や
資
源
を
出

し
て
い
る
場
所

道路などの集積所

集合住宅の保管場所
(いつでも出せる)
集合住宅の保管場所
(決まった曜日・時間に出す)

その他

居
住
年
数

1年未満

1年以上～3年未満

3年以上～10年未満

10年以上～20年未満

合計

全体



③カフェ等で不用なものについて

「断る」が最も多く 、次いで「聞かれたら答える」が 、「利用しない」

が 、「断れずにもらうが残してしまう」が の順である。

年齢別では、 歳代で「断る」が最も多く、 歳代から離れるほど「断る」が少な

くなる傾向がある。

家族人数別では、特に家族人数 人以上で「断る」と「断れずにもらうが残してしま

う」が多く、「聞かれたら答える」と「利用しない」が少ない。

居住形態別では、集合住宅（管理人無）で「断れずにもらうが残してしまう」が多

い。

図表２－４－２３ カフェ等で不用なものについて

 

回答数 割合

断る

断れずにもらうが残してしまう

聞かれたら答える

利用しない

無回答

全体

断る
67.4%

断れずにもらうが
残してしまう

3.4%

聞かれた
ら答える

19.6%

利用しない
7.4%

無回答
2.2%



図表２－４－２４ カフェ等で不用なものについて（属性別）

断る 断れず
にもら
うが残
してし
まう

聞かれ
たら答
える

利用し
ない

無回答

合計

全体

店舗併設

事務所等併設

ご
み
や
資
源
を
出

し
て
い
る
場
所

道路などの集積所

集合住宅の保管場所
(いつでも出せる)

集合住宅の保管場所
(決まった曜日・時間に出す)

その他

居
住
年
数

1年未満

1年以上～3年未満

3年以上～10年未満

10年以上～20年未満

20年以上

問6-3 カフェ等で不用なものについて

年
齢

30歳未満

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

家
族
人
数

1人

2人

3人

4人

5人以上

住
居
形
態

一戸建て

集合住宅(管理人無)

集合住宅(管理人有)

その他

居
住
状
況

住居専用

上段：票数、下段：割合（％）



④区が実施しているフードドライブについて

「知らなかった」が 、「知っていた」が の順である。

年齢別では、年齢が高いほど「知っていた」が多く、「知らなかった」が少なくな

る傾向がある。

家族人数別では、家族人数が多いほど「知っていた」が多く、「知らなかった」が

少ない。

住居形態別では、集合住宅（管理人無）で「知っていた」が少なく、「知らなかっ

た」が多い。

居住年数別では、居住年数が長いほど「知っていた」が多く、「知らなかった」が

少ない。

図表２－４－２５ 区が実施しているフードドライブについて

 

回答数 割合

知っていた

知らなかった

無回答

全体

知っていた

11.3%

知らなかった

86.8%

無回答

1.9%



図表２－４－２６ 区が実施しているフードドライブについて（属性別）

知って
いた

知らな
かった

無回答

上段：票数、下段：割合（％）

居
住
状
況

住居専用

店舗併設

事務所等併設

住
居
形
態

一戸建て

ご
み
や
資
源
を
出

し
て
い
る
場
所

道路などの集積所

集合住宅の保管場所
(いつでも出せる)
集合住宅の保管場所
(決まった曜日・時間に出す)

その他

集合住宅(管理人無)

集合住宅(管理人有)

その他

家
族
人
数

居
住
年
数

1年未満

1年以上～3年未満

3年以上～10年未満

10年以上～20年未満

20年以上

3人

4人

5人以上

年
齢

30歳未満

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

1人

2人

問6-4 区が実施している
フードドライブについて

全体

合計



⑤フードドライブを利用する意向

「今後利用したい」が最も多く 、次いで「提供する食品は発生しない」が 、

「利用するつもりはない」が 、「利用したことがある」が の順である。

年齢別では、 歳代で「今後利用したい」が最も多く、 歳代から離れるほど「今

後利用したい」が少ない。また、年齢が低いほど「提供する食品は発生しない」が多

くなる傾向がある。

家族人数別では、特に家族人数 人以上で「利用したことがある」が多く、また、家

族人数 人で「提供する食品は発生しない」が多い。

居住形態別では、集合住宅（管理人無）で「利用したことがある」と「今後利用し

たい」及び「利用するつもりはない」が少なく、「提供する食品は発生しない」が多

い。

居住年数別では、居住年数が短いほど「提供する食品は発生しない」が多い。また、

特に居住年数 年未満で「今後利用したい」が少ない。

図表２－４－２７ フードドライブを利用する意向

 

利用したこ

とがある

2.6%

今後利用

したい

36.4%

利用す

るつもり

はない

17.2%

提供する

食品は発

生しない

35.1%

無回答

8.7%

回答数 割合

利用したことがある

今後利用したい 

利用するつもりはない

提供する食品は発生しない

無回答

全体



図表２－４－２８ フードドライブを利用する意向（属性別）

 

利用し
たこと
がある

今後利
用した
い

利用す
るつも
りはな
い

提供す
る食品
は発生
しない

無回答

上段：票数、下段：割合（％）

ご
み
や
資
源
を
出

し
て
い
る
場
所

道路などの集積所

集合住宅の保管場所
(いつでも出せる)

集合住宅の保管場所
(決まった曜日・時間に出す)

その他

集合住宅(管理人無)

集合住宅(管理人有)

その他

居
住
年
数

1年未満

1年以上～3年未満

3年以上～10年未満

10年以上～20年未満

20年以上

居
住
状
況

住居専用

店舗併設

事務所等併設

住
居
形
態

一戸建て

問6-5 フードドライブを利用する意向

年
齢

30歳未満

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

家
族
人
数

1人

2人

3人

4人

5人以上

全体

合計



⑥「ぶんきょう食べきり協力店」について

「知らなかった」が 、「知っていた」が の順である。

年齢別では、特に 歳代で「知っていた」が多く、「知らなかった」が少ない。

家族人数別では、特に家族人数 人で「知っていた」が少なく、「知らなかった」が

多い。

居住形態別では、一戸建てで「知っていた」が多く、集合住宅（管理人無）で「知

らなかった」が多い。

居住年数別では、居住年数が長いほど「知っていた」が多くなる傾向がある。

図表２－４－２９ 「ぶんきょう食べきり協力店」について

 

回答数 割合

知っていた

知らなかった

無回答

全体

知っていた

4.7%

知らなかった

94.2%

無回答

1.1%



図表２－４－３０ 「ぶんきょう食べきり協力店」について（属性別）

知って
いた

知らな
かった

無回答

居
住
年
数

1年未満

1年以上～3年未満

3年以上～10年未満

10年以上～20年未満

20年以上

ご
み
や
資
源
を
出

し
て
い
る
場
所

道路などの集積所

集合住宅の保管場所
(いつでも出せる)
集合住宅の保管場所
(決まった曜日・時間に出す)

その他

集合住宅(管理人無)

集合住宅(管理人有)

その他

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

全体

合計

居
住
状
況

住居専用

店舗併設

事務所等併設

住
居
形
態

一戸建て

家
族
人
数

1人

2人

3人

4人

5人以上

上段：票数、下段：割合（％）

問6-6 「ぶんきょう食べき
り協力店」について

年
齢

30歳未満



⑦「ぶんきょう食べきり協力店」を利用する意向

「今後利用したい」が最も多く 、次いで「利用するつもりはない」が 、

「外食はしない」が 、「利用したことがある」が の順である。

年齢別では、特に 歳代で「今後利用したい」が多く、「利用するつもりはない」

が少ない。また、 歳を境に、 歳以上では「外食はしない」が多い。

家族人数別では、家族人数が少ないほど「外食はしない」が多い。

住居形態別では、一戸建てで「今後利用したい」が少なく、「利用するつもりはな

い」が多い。また、集合住宅（管理人有）で「今後利用したい」が多い。

居住年数別では、居住年数が長いほど「利用するつもりはない」が多い。また、特

に居住年数 年以上～ 年未満で「今後利用したい」が多く、「外食はしない」が少な

い。

図表２－４－３１ 「ぶんきょう食べきり協力店」を利用する意向

 

回答数 割合

利用したことがある

今後利用したい 

利用するつもりはない

外食はしない

無回答

全体

利用したこと

がある

0.7%

今後利用したい

62.4%

利用する

つもりは

ない

18.9%

外食はしない

12.7%

無回答

5.4%



図表２－４－３２ 「ぶんきょう食べきり協力店」を利用する意向（属性別）

利用した
ことがあ
る

今後利用
したい

利用する
つもりは
ない

外食はし
ない

無回答

ご
み
や
資
源
を
出

し
て
い
る
場
所

道路などの集積所

集合住宅の保管場所
(いつでも出せる)

集合住宅の保管場所
(決まった曜日・時間に出す)

その他

集合住宅(管理人無)

集合住宅(管理人有)

その他

居
住
年
数

1年未満

1年以上～3年未満

3年以上～10年未満

10年以上～20年未満

20年以上

50歳代

60歳代

70歳以上

全体

居
住
状
況

住居専用

店舗併設

事務所等併設

住
居
形
態

一戸建て

家
族
人
数

1人

2人

3人

4人

5人以上

年
齢

30歳未満

30歳代

40歳代

問6-7 「ぶんきょう食べきり協力店」を利用す
る意向

上段：票数、下段：割合（％）

合計



プラスチックの分別収集について

「経費と得られる効果を考慮して検討すべき」が最も多く 、次いで「実施すべ

き」が 、「実施すべきでない」が 、「どちらとも言えない」が などの

順である。

年齢別では、年齢が高いほど「実施すべき」が多くなる傾向がある。

家族人数別では、特に家族人数 人以上で「実施すべき」が多く、家族人数 人で「実

施すべきでない」が多い。

居住年数別では、居住年数が長いほど「実施すべき」が多い。また、特に居住年数

年未満で「経費と得られる効果を考慮して検討」が多い。

図表２－４－３３ プラスチックの分別収集について

【その他の主な回答】

⚫ 分別の前に発生抑制を考えるべき

⚫ 過剰包装から変えていくべき

⚫ ボトルなどの分別しやすいプラスチックの回収場所を増やす

⚫ 実施するならば分別ルールを厳しくしないこと

⚫ 国内で正しくリサイクルできるのならば実施すべき

⚫ 分別の手間を考えると現状でよい

 

回答数 割合

実施すべき

経費と得られる効果を考慮して検討すべき

実施すべきでない

どちらとも言えない

その他

無回答

全体

実施すべき

22.5%

経費と得られる

効果を考慮して

検討すべき

49.2%

実施す

べきで

ない

14.2%

どちらとも

言えない

9.6%

その他

2.3%

無回答

2.2%



図表２－４－３４ プラスチックの分別収集について（属性別）

実施す
べき

経費と
得られ
る効果
を考慮
して検
討すべ
き

実施す
べきで
ない

どちら
とも言
えない

その他 無回答

上段：票数、下段：割合（％）

問7 プラスチックの分別収集について

居
住
年
数

1年未満

1年以上～3年未満

3年以上～10年未満

10年以上～20年未満

20年以上

居
住
状
況

住居専用

店舗併設

事務所等併設

住
居
形
態

一戸建て

ご
み
や
資
源
を
出

し
て
い
る
場
所

道路などの集積所

集合住宅の保管場所
(いつでも出せる)

集合住宅の保管場所
(決まった曜日・時間に出す)

その他

集合住宅(管理人無)

集合住宅(管理人有)

その他

家
族
人
数

1人

2人

3人

4人

5人以上

年
齢

30歳未満

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

全体

合計



使い捨てのスプーンやフォーク、ストローについて

「不用なものは断っている」が最も多く 、次いで「必要なのでもらっている」

が 、「いつも断っている」が 、「不用なものでも、断らずにもらってしまう」

が の順である。

年齢別では、特に 歳未満で「必要なのでもらっている」が多く、「不用なものは

断っている」が少ない。

家族人数別では、特に家族人数 人で「必要なのでもらっている」が多く、「不用な

ものは断っている」が少ない。

居住年数別では、居住年数 年以上～ 年未満で「必要なのでもらっている」と「不

用なものでも、断らずにもらってしまう」が少なく、「不用なものは断っている」と

「いつも断っている」が多い。また、特に居住年数 年未満で「不用なものでも、断ら

ずにもらってしまう」が多い。

図表２－４－３５ 使い捨てのスプーンやフォーク、ストローについて

 

回答数 割合

必要なのでもらっている

不用なものでも、断らずにもらってしまう

不用なものは断っている

いつも断っている

無回答

全体

必要なので

もらっている

10.7%

不用なもの

でも、断ら

ずにもらっ

てしまう

4.8%

不用なもの

は断っている

74.2%

いつも

断っている

9.2%

無回答

1.0%



図表２－４－３６ 使い捨てのスプーンやフォーク、ストローについて（属性別）

必要な
のでも
らって
いる

不用なも
のでも、
断らずに
もらって
しまう

不用な
ものは
断って
いる

いつも
断って
いる

無回答

上段：票数、下段：割合（％）

問8 使い捨てのスプーンやフォーク、ストロー
について

合計

ご
み
や
資
源
を
出

し
て
い
る
場
所

道路などの集積所

集合住宅の保管場所
(いつでも出せる)
集合住宅の保管場所
(決まった曜日・時間に出す)

その他

集合住宅(管理人無)

集合住宅(管理人有)

その他

居
住
年
数

1年未満

1年以上～3年未満

3年以上～10年未満

10年以上～20年未満

20年以上

50歳代

60歳代

70歳以上

全体

居
住
状
況

住居専用

店舗併設

事務所等併設

住
居
形
態

一戸建て

家
族
人
数

1人

2人

3人

4人

5人以上

年
齢

30歳未満

30歳代

40歳代



家庭ごみの有料化について

①家庭ごみ有料化への賛否

「反対」が最も多く 、次いで「どちらかといえば反対」が 、「どちらか

といえば賛成」が 、「どちらともいえない」が などの順である。

年齢別では、年齢が高いほど「賛成」が多くなる傾向がある。また、特に 歳代で

「賛成」が少なく、「反対」が多い。

家族人数別では、特に家族人数 人以上で「賛成」と「どちらかといえば賛成」が多

く、「どちらかと言えば反対」と「反対」が少ない。逆に、家族人数 人と 人で「賛

成」と「どちらかといえば賛成」が少なく、「どちらかと言えば反対」と「反対」が

多い。

居住年数別では、特に居住年数 年未満と 年以上～ 年未満で「賛成」と「どちら

かといえば賛成」が少なく、「どちらかといえば反対」と「反対」が多い。

図表２－４－３７ 家庭ごみ有料化への賛否

【その他の主な回答】

⚫ 納得のいく説明が必要

⚫ メリットとデメリットを比較すべき

⚫ ごみは有料にしても、資源は無料にしてほしい

⚫ その分の区民税が安くなることが条件

⚫ 不法投棄対策や減免措置を検討する必要がある

⚫ 有料化の前にやるべきことがある

賛成

7.2%

どちらか

といえば

賛成

17.4%

どちらかと

いえば反対

22.6%

反対

34.0%

どちらとも

いえない

15.4%

その他

1.9%
無回答

1.5%
回答数 割合

賛成

どちらかといえば賛成

どちらかといえば反対

反対

どちらともいえない

その他

無回答

全体



図表２－４－３８ 家庭ごみ有料化への賛否（属性別）

賛成 どちら
かとい
えば賛
成

どちら
かとい
えば反
対

反対 どちら
ともい
えない

その他 無回答

家
族
人
数

1人

2人

3人

4人

5人以上

年
齢

30歳未満

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

全体

居
住
状
況

住居専用

店舗併設

事務所等併設

住
居
形
態

一戸建て

ご
み
や
資
源
を
出

し
て
い
る
場
所

道路などの集積所

集合住宅の保管場所
(いつでも出せる)

集合住宅の保管場所
(決まった曜日・時間に出す)

その他

集合住宅(管理人無)

集合住宅(管理人有)

その他

居
住
年
数

1年未満

1年以上～3年未満

3年以上～10年未満

10年以上～20年未満

20年以上

上段：票数、下段：割合（％）

問9-1 家庭ごみ有料化への賛否

合計



②有料化についての考え（複数回答）

「不法投棄の恐れがある」が最も多く 、次いで「お金がかかるという意識が高

まる」が 、「有料化の前にやることがある」が 、「ごみの減量が期待でき

る」が などの順である。

年齢別では、年齢が高いほど「有料化の前にやることがある」が多くなる傾向があ

る。また、特に 歳未満で「サービスに応じた負担は当然」が多く、「有料化の前に

やることがある」と「ごみ処理は税金でまかなうべきである」が少ない。

家族人数別では、「不法投棄の恐れがある」「有料化の前にやることがある」「経

済的負担が増える」「ごみ処理は税金でまかなうべきである」について、いずれも家

族人数 人で最も多く、家族人数 人以上で最も少ない。

居住年数別では、居住年数が長いほど「有料化の前にやることがある」が多い。

図表２－４－３９ 有料化についての考え

【その他の主な回答】

＜効果に関する意見＞

⚫ 低額でもごみ減量の意識にはつながる

⚫ 有料化をすれば無駄なものは買わなくなる

＜問題点に関する意見＞

⚫ 区民税の減税等とあわせて検討すべき

⚫ 外国人などへのルールの徹底が必要

⚫ 経済的弱者に対する配慮が必要

⚫ ごみ屋敷が増える

⚫ 落ち葉などの減免対策が必要

＜その他の意見＞

⚫ レジ袋や使い捨てスプーンなどの無料配布の禁止

⚫ デポジット制度の導入

⚫ チラシのポスティングの禁止

 

1.5%

4.5%

32.6%

37.5%

40.2%

61.8%

11.8%

15.8%

39.7%

45.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

無回答

その他

ごみ処理は税金で

まかなうべきである

経済的負担が増える

有料化の前にやること

がある

不法投棄の恐れがある

サービスに応じた

負担は当然

不公平感がなくなる

ごみの減量が期待

できる

お金がかかるという

意識が高まる

否
定
的
な
意
見

肯
定
的
な
意
見

回答数 割合

お金がかかるという意識が高まる

ごみの減量が期待できる

不公平感がなくなる

サービスに応じた負担は当然

不法投棄の恐れがある

有料化の前にやることがある

経済的負担が増える

ごみ処理は税金でまかなうべきである

その他

無回答

全体



図表２－４－４０ 有料化についての考え（属性別）

お金が
かかる
という
意識が
高まる

ごみの
減量が
期待で
きる

不公平
感がな
くなる

サービ
スに応
じた負
担は当
然

不法投
棄の恐
れがあ
る

有料化
の前に
やるこ
とがあ
る

経済的
負担が
増える

ごみ処
理は税
金でま
かなう
べきで
ある

その他 無回答

上段：票数、下段：割合（％）

店舗併設

事務所等併設

家
族
人
数

1人

2人

3人

4人

5人以上

問9-2 有料化についての考え

年
齢

30歳未満

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

合計

全体

20年以上

ご
み
や
資
源
を
出

し
て
い
る
場
所

道路などの集積所

集合住宅の保管場所
(いつでも出せる)

集合住宅の保管場所
(決まった曜日・時間に出す)

その他

居
住
年
数

1年未満

1年以上～3年未満

3年以上～10年未満

10年以上～20年未満

住
居
形
態

一戸建て

集合住宅(管理人無)

集合住宅(管理人有)

その他

居
住
状
況

住居専用



望ましい収集回数

①可燃ごみ

「週 回（現在と同じ）」が最も多く 、次いで「週 回以上」が 、「週 回」

と「わからない」が の順である。

年齢別では、特に 歳未満で「週 回以上」が多く、「週 回（現在と同じ）」が少

ない。

家族人数別では、特に家族人数 人で「週 回以上」が多く、その分「週 回（現在と

同じ）」がやや少なくなっている。

居住年数別では、居住年数 年を境に、 年未満で「週 回」が多く、 年以上で「週

回（現在と同じ）」が多い。

図表２－４－４１ 望ましい収集回数【可燃ごみ】

回答数 割合

週1回

週2回（現在と同じ）

週3回以上

わからない

無回答

全体

週1回
1.1%

週2回
（現在と同じ）

87.7%

週3回以上
9.2%

わからない
1.1%

無回答
0.8%



図表２－４－４２ 望ましい収集回数【可燃ごみ】（属性別）

週1回 週2回
（現在と
同じ）

週3回
以上

わから
ない

無回答

上段：票数、下段：割合（％）

問10-1 望ましい収集回数【可燃ごみ】

合計

ご
み
や
資
源
を
出

し
て
い
る
場
所

道路などの集積所

集合住宅の保管場所
(いつでも出せる)

集合住宅の保管場所
(決まった曜日・時間に出す)

その他

集合住宅(管理人無)

集合住宅(管理人有)

その他

居
住
年
数

1年未満

1年以上～3年未満

3年以上～10年未満

10年以上～20年未満

20年以上

50歳代

60歳代

70歳以上

全体

居
住
状
況

住居専用

店舗併設

事務所等併設

住
居
形
態

一戸建て

家
族
人
数

1人

2人

3人

4人

5人以上

年
齢

30歳未満

30歳代

40歳代



②不燃ごみ

「月 回（現在と同じ）」が最も多く 、次いで「月 回」が 、「月 回以上」

が 、「わからない」が の順である。

年齢別では、年齢が高いほど「月 回」が多くなる傾向がある。また、年齢 歳を境

に、 歳未満で「月 回以上」が多い。

家族人数別では、家族人数が少ないほど「月 回」が多くなる傾向がある。

居住年数別では、居住年数 年を境に、 年以上で「月 回」が多い。また、居住年

数 年以上～ 年未満で「月 回以上」が多い。

図表２－４－４３ 望ましい収集回数【不燃ごみ】

 

回答数 割合

月1回

月2回（現在と同じ）

月3回以上

わからない

無回答

全体

月1回
10.3%

月2回
（現在と同じ）

79.6%

月3回以上
6.7%

わからない
2.1%

無回答
1.2%



図表２－４－４４ 望ましい収集回数【不燃ごみ】（属性別）

月1回 月2回
（現在と
同じ）

月3回
以上

わから
ない

無回答

上段：票数、下段：割合（％）

問10-2 望ましい収集回数【不燃ごみ】

ご
み
や
資
源
を
出

し
て
い
る
場
所

道路などの集積所

集合住宅の保管場所
(いつでも出せる)

集合住宅の保管場所
(決まった曜日・時間に出す)

その他

集合住宅(管理人無)

集合住宅(管理人有)

その他

居
住
年
数

1年未満

1年以上～3年未満

3年以上～10年未満

10年以上～20年未満

20年以上

50歳代

60歳代

70歳以上

全体

居
住
状
況

住居専用

店舗併設

事務所等併設

住
居
形
態

一戸建て

家
族
人
数

1人

2人

3人

4人

5人以上

年
齢

30歳未満

30歳代

40歳代

合計



③粗大ごみ

「週 回（現在と同じ）」が最も多く 、次いで「地域分けせず予約順に収集」

が 、「週 回」が 、「わからない」が などの順である。

年齢別では、年齢 歳を境に、 歳以上で「週 回」が多く、「地域分けせず予約順

に収集」が少ない。

居住年数別では、特に居住年数 年未満で「週 回（現在と同じ）」が多く、「地域

分けせず予約順に収集」が少ない。

図表２－４－４５ 望ましい収集回収【粗大ごみ】

 

回答数 割合

週1回

週2回（現在と同じ）

週3回以上

地域分けせず予約順に収集

わからない

無回答

全体

週1回
12.9%

週2回
（現在と同じ）

56.9%週3回以上
3.7%

地域分け
せず予約

順に収集

15.3%

わからない
8.8%

無回答
2.3%



図表２－４－４６ 望ましい収集回収【粗大ごみ】（属性別）

 
週1回 週2回

（現在と
同じ）

週3回
以上

地域分け
せず予約
順に収集

わから
ない

無回答

上段：票数、下段：割合（％）

問10-3 望ましい収集回数【粗大ごみ】

ご
み
や
資
源
を
出

し
て
い
る
場
所

道路などの集積所

集合住宅の保管場所
(いつでも出せる)

集合住宅の保管場所
(決まった曜日・時間に出す)

その他

集合住宅(管理人無)

集合住宅(管理人有)

その他

居
住
年
数

1年未満

1年以上～3年未満

3年以上～10年未満

10年以上～20年未満

20年以上

50歳代

60歳代

70歳以上

全体

居
住
状
況

住居専用

店舗併設

事務所等併設

住
居
形
態

一戸建て

家
族
人
数

1人

2人

3人

4人

5人以上

年
齢

30歳未満

30歳代

40歳代

合計



集積所で困っていること（複数回答）

「特に問題がない」が最も多く 、次いで「分別のルールを守らない人がいる」

が 、「管理人が行うのでわからない」が 、「集積所から資源を持ち去る人

がいる」が などの順である。

住居形態別では、集合住宅（管理人有）で「分別のルールを守らない人がいる」と

「カラスや猫による被害がある」及び「時間を守らない人がいる」が少なく、「管理

人が行うのでわからない」が多い。また、一戸建てで「集積所から資源を持ち去る人

がいる」が多い。

居住年数別では、居住年数が長いほど「集積所から資源を持ち去る人がいる」と「カ

ラスや猫による被害がある」が多く、「管理人が行うのでわからない」が少ない。ま

た、特に居住年数 年以上で「分別のルールを守らない人がいる」と「時間を守らな

い人がいる」とが多い。

図表２－４－４７ 集積所で困っていること

【その他の主な回答】

⚫ ごみが多く通行の妨げになっている

⚫ 集積所の場所についてトラブルがある

⚫ 紙類を夜間に出す人がおり放火が心配

⚫ 事業系ごみが無料で出されている

回答数 割合

特に問題がない

分別のルールを守らない人がいる

管理人が行うのでわからない

集積所から資源を持ち去る人がいる

カラスや猫による被害がある

時間を守らない人がいる

その他

無回答

全体

3.0%

5.0%

11.2%

11.6%

19.7%

23.8%

24.1%

33.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

無回答

その他

時間を守らない人

がいる

カラスや猫による

被害がある

集積所から資源を

持ち去る人がいる

管理人が行うので

わからない

分別のルールを

守らない人がいる

特に問題がない



図表２－４－４８ 集積所で困っていること（属性別）

特に問
題がな
い

分別の
ルール
を守ら
ない人
がいる

管理人
が行う
のでわ
からな
い

集積所
から資
源を持
ち去る
人がい
る

カラス
や猫に
よる被
害があ
る

時間を
守らな
い人が
いる

その他 無回答

上段：票数、下段：割合（％）

問11 集積所で困っていること

年
齢

30歳未満

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

住居専用

店舗併設

事務所等併設

家
族
人
数

1人

2人

3人

4人

5人以上

住
居
形
態

一戸建て

集合住宅(管理人無)

集合住宅(管理人有)

その他

合計

全体

20年以上

ご
み
や
資
源
を
出

し
て
い
る
場
所

道路などの集積所

集合住宅の保管場所
(いつでも出せる)
集合住宅の保管場所
(決まった曜日・時間に出す)

その他

居
住
年
数

1年未満

1年以上～3年未満

3年以上～10年未満

10年以上～20年未満

居
住
状
況



２－５ 前回調査との比較 

前回調査（平成 年度）と比較可能な調査項目について、比較した。

属性

図表２－５－１ 属性の前回調査との比較

設問 選択肢
H26から
の増減

30歳未満
30歳代
40歳代
50歳代
60歳代
70歳以上
無回答
1人
2人
3人
4人
5人以上
無回答
一戸建て
集合住宅(管理人無)
集合住宅(管理人有)
その他
無回答
住居専用
店舗併設
事務所等併設
無回答
道路などの集積所
集合住宅の保管場所(いつでも出せる)
集合住宅の保管場所(決まった曜日・時間)

その他
無回答
1年未満
1年以上～3年未満
3年以上～10年未満
10年以上～20年未満
20年以上
無回答

家族人数

居住状況

ごみや資源を
出している場
所

居住年数

住居形態

年齢



意識・意向

⚫ 清掃・リサイクルに関する情報提供については、「区報ぶんきょう」や「区のチラシや

冊子」が減少し、「区のホームページ」が増加している。

⚫ 清掃・リサイクルに関する情報で知りたいものについては、「粗大ごみの出し方」が増

加している。

⚫ ごみ減量の取組みについては、「マイバッグの利用」が増加し、「量り売り、ばら売り

商品の購入」が減少している。

図表２－５－２ 意識・意向の前回調査との比較（１）

設問 選択肢
H26から
の増減

区報ぶんきょう －

区のホームページ －

区のチラシや冊子 －

町会・区施設・マンションの掲示板 － － －

町会や区施設の掲示板 － － －

マンションの掲示板 － － －

SNS（Facebook、ツイッター） － － －

近隣の方や管理人からの口コミ －

Bunkyoごみダイエット通信 － － －

チャットボット（平成31年4月下旬開始） － － －

その他 －

無回答 －

分別方法や出し方

収集できないもの
粗大ごみの出し方・料金
資源のリサイクルのしくみ
ごみ処理のしくみ
清掃・リサイクル事業のコスト
家庭でできるごみ減量の取組み
イベント情報
その他
無回答 －

生ごみの水切り －

コンポスト化容器の使用 －

量り売り、ばら売り商品の購入 －

詰め替え商品の購入 －

マイバッグの利用 －

過剰包装を断る －

不用なものは受け取らない － － －

不用になったものは人に譲る － － －

生ごみを出さない －

食べ残しをしない － － －

リターナブルびんの利用 －

リサイクルショップの利用 －

フリーマーケットの利用 －

修理できるものは修理 －

資源の分別回収 －

再生品の購入 －

計画的に買い物 － － －

その他 －

無回答 －

清掃・リサイ
クルに関する
情報で知りた
いもの

清掃・リサイ
クルに関する
情報

ごみ減量の取
組み



⚫ ごみ減量の効果的な施策については、「マイバッグの推進」「レジ袋の有料化」が

増加し、「分別方法や資源の回収場所についての情報提供」「資源回収品目の増加」

が減少している。

⚫ 区の行っているごみ減量施策の認知については、「コンポスト化容器のあっせん」

が減少している。

⚫ 有料化への賛否については、「賛成」「どちらかといえば賛成」が増加し、「反対」

「どちらかといえば反対」が減少している。

⚫ 有料化についての考え方については、「ごみの減量が期待できる」「不公平感がな

くなる」「お金がかかるという意識が高まる」が増加している。

図表２－５－３ 意識・意向の前回調査との比較（２）

設問 選択肢
H26から
の増減

マイバッグの推進 －

レジ袋の有料化 －

生ごみの水切りの推進 －

分別方法や資源の回収場所についての情報提供 －

資源回収品目の増加 －

集団回収に取組む団体の増加 －

フリーマーケットの開催 －

フリーマーケット等の情報提供 －

啓発講座の実施 －

びんや缶のデポジット化 － － －

家庭ごみの有料化 －

プラスチックの分別 － － －

食べきりの推進 － － －

その他 －

無回答 －

生ごみの水切りの勧奨 －

コンポスト化容器のあっせん －

事業者への排出指導 －

資源の品目や回収場所の拡大 －

集団回収の勧奨 －

フリーマーケットや3R講座など － － －

無回答 －

賛成
どちらかといえば賛成
どちらかといえば反対
反対
どちらともいえない
その他
無回答

ごみの減量が期待できる

不公平感がなくなる
お金がかかるという意識が高まる
サービスに応じた負担は当然
ごみ処理は税金でまかなうべきである
不法投棄の恐れがある
経済的負担が増える
有料化の前にやることがある
その他
無回答 －

有料化への賛
否

有料化につい
ての考え

ごみ減量の効
果的な対策

区の行ってい
るごみ減量施
策の認知



⚫ 可燃ごみの望ましい収集回数については、「週２回（現在と同じ）」が増加し、「週

３回以上」が減少している。

⚫ 不燃ごみの望ましい収集回数については、「月２回（現在と同じ）」が増加し、「月

３回以上」が減少している。

⚫ 集積所で困っていることについては、「特に問題がない」が増加し、「カラスや猫

による被害がある」が減少している。

図表２－５－４ 意識・意向の前回調査との比較（３）

設問 選択肢
H26から
の増減

週1回 －

週2回（現在と同じ） －

週3回以上 －

わからない －

無回答 －

月1回 －

月2回（現在と同じ） －

月3回以上 －

わからない －

無回答 －

週1回 －

週2回（現在と同じ） －

週3回以上 －

地域分けせず予約順に収集 －

わからない －

無回答 －

時間を守らない人がいる －

分別のルールを守らない人がいる －

カラスや猫による被害がある －

管理人が行うのでわからない －

集積所から資源を持ち去る人がいる －

特に問題がない －

その他 －

無回答 －

望ましい収集
回数
【粗大ごみ】

望ましい収集
回数
【不燃ごみ】

望ましい収集
回数
【可燃ごみ】

集積所で困っ
ていること



資源分別収集品目の処分方法

⚫ 新聞は、「出ない」が増加し、「資源分別収集」が減少している。

⚫ 新聞折込広告は、「出ない」が増加し、「資源分別収集」が減少している。

図表２－５－５ 資源分別収集品目の処分方法（１）

設問 選択肢
H26から
の増減

可燃ごみ
不燃ごみ
資源分別収集
集団回収
新聞販売店回収
出ない
その他
無回答
可燃ごみ
不燃ごみ
資源分別収集
集団回収
新聞販売店回収
出ない
その他
無回答
可燃ごみ
不燃ごみ
資源分別収集
集団回収
新聞販売店回収
出ない
その他
無回答
可燃ごみ
不燃ごみ
資源分別収集
集団回収
新聞販売店回収
出ない
その他
無回答
可燃ごみ
不燃ごみ
資源分別収集
区施設での拠点回収
販売店での店頭回収
集団回収
新聞販売店回収
出ない
その他
無回答

可燃ごみ

不燃ごみ
資源分別収集
集団回収
新聞販売店回収
出ない
その他
無回答

新聞

新聞折込広告

雑誌・本

段ボール

紙パック

雑がみ



図表２－５－６ 資源分別収集品目の処分方法（２）

設問 選択肢
H26から
の増減

可燃ごみ
不燃ごみ
資源分別収集
販売店での店頭回収
集団回収
出ない
その他
無回答
可燃ごみ
不燃ごみ
資源分別収集
販売店での店頭回収
集団回収
出ない
その他
無回答
可燃ごみ
不燃ごみ
資源分別収集
販売店での店頭回収
集団回収
出ない
その他
無回答
可燃ごみ
不燃ごみ
資源分別収集
販売店での店頭回収
集団回収
出ない
その他
無回答
可燃ごみ
不燃ごみ
資源分別収集
販売店での店頭回収
集団回収
出ない
その他
無回答

生きびん

雑びん

アルミ缶

スチール缶

ペットボトル



区施設での拠点回収品目の処分方法

⚫ 衣類は、「可燃ごみ」が減少している。

⚫ 筒型乾電池は、「不燃ごみ」が増加している。

⚫ インクカートリッジは、「出ない」が増加し、「販売店での店頭回収」が減少して

いる。

図表２－５－７ 区施設での拠点回収品目の処分方法

設問 選択肢
H26から
の増減

可燃ごみ
不燃ごみ
区施設での拠点回収
集団回収
出ない
その他
無回答
可燃ごみ
不燃ごみ
区施設での拠点回収
販売店での店頭回収
出ない
その他
無回答

可燃ごみ －

不燃ごみ －

区施設での拠点回収 －

出ない －

その他 －

無回答 －

可燃ごみ
不燃ごみ
区施設での拠点回収
販売店での店頭回収
出ない
その他
無回答

可燃ごみ －

不燃ごみ －

区施設での拠点回収 －

販売店での店頭回収 －

出ない －

その他 －

無回答 －

可燃ごみ －

不燃ごみ －

区施設での拠点回収 －

販売店での店頭回収 －

出ない －

その他 －

無回答 －

蛍光管

インクカート
リッジ

プラスチック
製ボトル

筒型乾電池

衣類

食品用発泡
スチロール
トレイ



その他の品目の処分方法

⚫ 木・草類は、「可燃ごみ」が減少している。

⚫ ボタン電池は、「不燃ごみ」が増加し、「販売店での店頭回収」が減少している。

⚫ 小型充電式電池は、「不燃ごみ」が増加し、「出ない」が減少している。

図表２－５－８ その他の品目の処分方法

設問 選択肢
H26から
の増減

可燃ごみ
不燃ごみ
自家処理
出ない
その他
無回答

可燃ごみ －

不燃ごみ －

出ない －

その他 －

無回答 －

可燃ごみ
不燃ごみ
自家処理
出ない
その他
無回答

可燃ごみ －

不燃ごみ －

販売店での店頭回収 －

出ない －

その他 －

無回答 －

可燃ごみ －

不燃ごみ －

販売店での店頭回収 －

出ない －

その他 －

無回答 －

小型充電式電
池

使用済食用油

木・草類

ボタン電池

生ごみ






